
一
、
は
じ
め
に

「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
は
、
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
関
東
地
方
で
は
埼
玉
県
東
南
部
・
北
総
地
域
、
多
摩
川
流

域
、
神
奈
川
県
中
央
南
部
に
偏
在
す
る
。
オ
ビ
シ
ャ
は
歩
射
・
備
射
・
奉
射
な
ど
と
漢
字
表
記
さ
れ
る
。『
民
間
信
仰
事
典
』
に
は

「
オ
ビ
シ
ャ
」
は
「
関
東
地
方
で
は
歩
射
行
事
の
こ
と
を
こ
う
呼
ん
で
い
る
。
歩
射
行
事
は
弓
行
事
の
中
で
、
馬
上
で
駆
け
な
が
ら

射
る
流
鏑
馬
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、（
中
略
）
す
な
わ
ち
、
こ
の
弓
行
事
は
的
に
鬼
と
い
う
文
字
な
ど
を
書
き
、
そ
れ
に
当
て

る
と
い
う
こ
と
に
主
眼
を
お
く
破
魔
と
い
う
性
格
と
、
当
た
っ
て
も
当
た
ら
な
く
て
も
一
応
当
た
っ
た
こ
と
と
し
て
豊
年
で
あ
る
と

い
う
年
占
い
の
性
格
を
有
し
て
い
る
も
の
の
二
種
類
に
わ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
破
魔
や
年
占
い
と
は
関
係
な
く
、
余
興
と
し
て

の
行
事
も
多
く
、
弓
行
事
を
行
わ
な
く
て
も
、
オ
ビ
シ
ャ
や
モ
モ
テ
と
い
っ
て
単
に
祭
り
を
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
。」（
宇
野
正
人
）
と

あ
る
〔
桜
井
編　

一
九
八
〇　

六
三
〕。『
民
間
信
仰
辞
典
』
で
は
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
を
「
弓
行
事
」
と
し
、「
弓
行
事
」
を
伴
わ
な
い

祭
は
例
外
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
水
谷
類
が
「
関
東
地
方
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
オ
ビ
シ
ャ
行
事
で
は
現
在
、
弓
射
行
事

を
伴
っ
て
い
な
い
も
の
の
方
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
弓
射
行
事
が
本
来
的
な
も
の
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
議
論
を

重
ね
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
〔
水
谷　

二
〇
一
七　

五
五
〕、
南
関
東
で
は
「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
呼
ば
れ
る

行
事
が
必
ず
し
も
弓
射
を
伴
う
わ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
様
態
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
儀
礼
の
形
か
ら
、
南
関
東

地
方
で
み
ら
れ
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て
考
え
る
。

南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て 　
　
　
　
　

林　

英
一

二
九

南
関
東
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お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て



二
、
弓
射
行
事
と
し
て
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
記
録
か
ら
み
る
起
源

弓
射
行
事
は
『
日
本
書
紀
』
に
す
で
に
見
ら
れ
る
が
、
古
代
の
行
事
に
関
し
て
は
、
大
日
方
克
己
が
『
古
代
国
家
と
年
中
行
事
』

の
中
で
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
〔
大
日
方　

一
九
九
三
〕。
大
日
方
は
「
奈
良
朝
～
桓
武
朝
と
、『
内
裏
式
』・
嵯
峨
朝
の
射
礼
と
は

や
や
違
い
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
蕃
客
が
参
列
し
、
全
官
人
な
い
し
は
全
官
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
者
が
天
皇
の
前
で
射
を

行
う
と
い
う
大
射
と
し
て
の
儀
式
構
造
そ
の
も
の
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
い
え
る
。」
と
い
い
〔
大
日
方　

一
九
九
三　

一
四
～
一
五
〕、

そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、「
天
皇
に
対
す
る
全
官
人
の
服
属
奉
仕
と
弓
矢
に
よ
る
守
衛
、
そ
し
て
諸
蕃
の
従
属
と
い
う
天
皇
を
中
心

と
し
た
礼
的
秩
序
を
表
現
す
る
儀
式
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
〔
大
日
方　

一
九
九
三　

一
七
〕。
つ
ま
り
弓
射
行
事
は
天
皇
を
中
心

と
し
た
国
家
体
制
秩
序
維
持
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
射
礼
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
『
類

聚
国
史
』
に
は
「
射
禮
」
の
項
目
が
た
て
ら
れ
、「（
淳
和
天
皇
）
二
年
正
月
辛
酉
。
詔
曰
。
射
禮
者
。
国
家
大
事
。
不
レ

可
二

而
闕
一

。

因
遣
二

右
大
臣
於
建
禮
門
南
庭
一

。
簡
二

閲
六
衛
一

。
随
レ

中
賜
レ

祿
有
レ

差
。」〔
經
濟
雜
誌
社　

一
九
一
六　

四
六
九
〕
と
あ
る
。
淳
和

天
皇
二
年
は
八
二
四
年
で
あ
る
が
、「
詔
曰
。
射
禮
者
。
国
家
大
事
」
と
の
一
文
か
ら
、
国
家
・
朝
廷
の
安
寧
祈
願
の
た
め
の
行
事

と
し
て
射
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
古
代
に
は
国
家
体
制
の
維
持
・
国
家
安
寧
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

「
ビ
シ
ャ
」
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
歩
射
・
備
射
・
奉
射
な
ど
と
漢
字
表
記
さ
れ
る
が
、『
倭
名
類
聚
抄
』
に
は
「
歩
射
」
の

項
に
、「
和
名
加
知
由
美
」
と
あ
る
〔
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室　

一
九
六
八　

一
一
九
〕。「
加
知
由
美
」
は
「
徒

歩
弓
」
で
あ
ろ
う
。『
倭
名
類
聚
抄
』
で
は
別
に
「
騎
射
」
の
項
も
あ
り
、
平
安
時
代
に
は
、「
歩
射
」
と
「
騎
射
」
と
が
区
別
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
本
論
の
趣
旨
は
、
民
間
行
事
と
し
て
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
で
あ
る
。
儀
礼
と
し
て
形
式
的
に
同
じ
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
国
家
行
事
・
朝
廷
行
事
と
し
て
の
「
射
礼
」
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
薗
部
寿
樹
は
若
狭
国
他
烏
浦
天
満
宮
の
宮
座
に
、「
武
捨
（
歩
射
）
頭
役
や
不
捨
（
歩
射
）
田
が
み
ら
れ
」
る
こ
と
か
ら
、
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こ
れ
が
今
の
と
こ
ろ
村
落
宮
座
歩
射
儀
礼
の
最
古
の
記
録
と
す
る
〔
薗
部　

二
〇
一
七
ａ　

六
一
〕。
建
武
四
（
一
三
三
七
）
年
の

も
の
で
あ
る
が
、
歩
射
田
を
天
満
宮
に
寄
進
し
た
こ
と
、
ま
た
「
無
懈
怠
武
捨
頭
役
勤
仕
上
、
可
天
長
地
久
与
祈
申
者
也
」
と
記
さ

れ
た
寄
進
状
で
あ
る
〔
小
浜
市
史
編
纂
委
員
会　

一
九
八
三　

四
七
〕
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
、
国
家
や
神
社
独
自
の
祭
祀
で
は
な
く
、

「
村
の
祭
祀
」
と
し
て
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
最
古
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。

東
日
本
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
は
、
水
谷
類
が
「
武
田
射
礼
日
記
」
の
記
述
か
ら
、「
も
と
も
と
は
宮
中
の
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
い

た
も
の
が
、
特
に
源
頼
朝
に
よ
る
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
正
月
二
日
の
射
礼
以
後
、
武
家
の
伝
統
行
事
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
物

語
る
。
武
家
の
行
事
と
と
も
に
、
室
町
期
に
は
す
で
に
関
東
の
村
々
の
神
社
で
「
歩
射
」
が
、
酒
宴
を
伴
っ
た
神
事
と
し
て
、
当
然

の
ご
と
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
察
せ
し
め
る
。「
酒
饗
を
備
へ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
、
現
在
の
オ
ビ
シ
ャ
で
酒
宴
が
特
に
重

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
と
は
思
わ
れ
な
い
。」
と
指
摘
す
る
〔
水
谷　

二
〇
一
八
ａ　

一
五
〕。『
甲
斐
叢
書
』
に
「
武
田
射

禮
日
記
」
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
「
一
夫
射
禮
者
、
公
家
武
家
と
も
に
用
ふ
る
事
久
し
、
毎
年
正
月
十
七
日
大
内
弓
場

殿
に
於
て
、
羽
村
の
器
用
を
撰
て
、
是
を
行
は
る
ゝ
間
、
木
工
的
を
懸
く
、
此
禮
す
た
れ
て
百
餘
歳
、
等
持
院
殿
の
御
代
、
公
家
武

家
一
統
の
御
的
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
其
例
相
繼
ず
今
は
併
武
家
爲
二
嘉
例
一
行
所
也
、
歩
射
は
根
本
神
社
の
禮
と
し
て
酒
饗
を
備
へ
、

神
事
を
成
と
見
へ
た
り
」
と
あ
る
〔
甲
斐
叢
書
刊
行
会　

一
九
三
四　

三
七
三
〕。「
武
田
射
禮
日
記
」
は
、
射
礼
の
や
り
方
な
ど
が

詳
細
に
記
さ
れ
、「
記
録
」
の
動
機
は
、「
如
レ

此
雖
二

註
置
一

、
口
傳
等
不
レ

可
二

勝
計
一

、
上
古
以
來
面
授
口
訣
我
家
庭
訓
也
、
非
レ

所
レ

可
二

筆
墨
盡
一

、
只
、
愚
昧
之
子
孫
、
荒
々
可
二

心
得
一

次
第
書
載
者
也
、
旨
趣
且
少
序
殘
、」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
文
明
十
二

（
一
四
八
〇
）
年
、
元
長
（
花
押
）」
と
あ
る
〔
甲
斐
叢
書
刊
行
会　

一
九
四
三　

三
七
八
〕。「
我
家
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
元
長
」

は
「
武
田
元
長
」
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
『
群
書
類
従
』
に
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
面
で
あ
る
「
射
禮
私
記
」
が
採
録
さ
れ
て
い
る

〔
塙
編　

一
八
九
四　

七
三
三
～
七
四
一
〕。
名
は
な
い
が
、
奥
書
に
「
如
レ

此
注
置
と
雖
も
。
口
傳
等
擧
て
。
數
ふ
べ
か
ら
ず
。
往

古
以
來
。
面
授
口
訣
し
て
。
其
人
に
あ
ら
ざ
れ
ば
。
授
る
事
を
許
さ
ず
。
さ
れ
ば
。
口
傳
を
以
て
我
家
の
庭
訓
と
す
。
筆
墨
の
盡
す

三
一

南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て



べ
き
所
に
あ
ら
ず
。
只
愚
昧
の
子
孫
心
得
べ
き
次
第
を
。
粗
書
の
す
る
者
也
。
是
以
豈
滿
足
の
思
ひ
を
な
さ
ん
や
。
旨
趣
。
且
小
序

に
載
る
者
也
。」
と
あ
り
、
こ
の
文
章
は
「
武
田
射
禮
日
記
」
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
と
な
っ
て
い
る

〔
塙
編　

一
八
九
四　

七
四
一
〕。「
武
田
射
禮
日
記
」
は
約
五
十
年
ほ
ど
前
に
書
か
れ
た
「
射
禮
私
記
」
を
書
写
し
、
武
田
家
の
射

礼
礼
法
書
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
件
に
関
し
て
は
史
料
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、「
根
本

神
社
の
禮
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
村
落
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
関
東
（
甲
信
）
方
面
で
は
、

一
五
世
紀
に
は
、
も
と
も
と
国
家
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
、
村
々
の
個
別
神
社
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
な
お
そ
の
後
、
現
在
に
繋
が
る
オ
ビ
シ
ャ
に
関
す
る
文
書
は
見
つ
か
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
同
じ
「
歩
射
」
で
は
あ
る
が
、
西
日
本
と
南
関
東
と
で
は
形
式
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
と
く
に
香
川
県
の
西
部
で
は

「
百
手
」
と
の
呼
称
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
弓
矢
は
弓
道
で
使
用
す
る
本
格
的
な
道
具
が
用
い
ら
れ
、「
賭
的
」
的
性
格
も
み

ら
れ
る
の
に
対
し
、
南
関
東
の
も
の
は
、「
弓
矢
的
」
は
手
作
り
さ
れ
、
吉
兆
を
占
う
、
あ
る
い
は
厄
除
け
と
し
て
行
わ
れ
る
。
川

崎
市
中
原
区
上
丸
子
の
日
枝
神
社
で
は
、
弓
は
、
今
は
樫
木
を
使
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
桃
の
木
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
。
当
地

は
現
在
で
こ
そ
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
が
、
戦
後
ま
も
な
く
ま
で
農
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
桃
の
産
地
だ
っ
た
た
め
と
の
こ

と
で
あ
る
。
弦
は
藁
縄
で
あ
る
。
ま
た
矢
は
篠
竹
を
用
い
て
い
る
。
同
じ
村
落
レ
ベ
ル
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
南
関
東

の
行
事
の
方
が
よ
り
農
村
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
道
具
の
違
い
は
武
家
政
権
の
中
心
地
に
近
く
、
武
家
と
の
違
い
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
「
賭
的
」
的
で
あ
る
百
手
で
あ
る
が
、
本
来
「
賭
的
」
は
歩
射
と
は
別
に

行
わ
れ
て
い
た
。
南
関
東
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
百
手
は
発
生
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
本
論
で
は
触
れ
な
い
。
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三
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に
み
る
南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
呼
称
と
広
が
り

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
で
は
、「
流
鏑
馬
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
地
域
が
多
い
。「
流
鏑
馬
」
と
「
歩

射
」
は
別
の
行
事
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
「
流
鏑
馬
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
は
「
歩
射
」
で
あ
る
地
域
が
多
く
み
ら

れ
、
も
と
も
と
「
流
鏑
馬
」
だ
っ
た
の
が
、
農
村
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
「
歩
射
」
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
第
三
巻
の
橘
樹
郡
長
尾
村
に
、

五
所
権
現
社　

例
祭
正
月
五
日
な
り
、
昔
は
流
鏑
馬
の
式
を
行
ひ
し
と
云
、
今
は
僅
に
其
か
た
は
り
を
存
せ
り
、
射
手
二
人
介
副

二
人
に
て
、
桃
の
弧
竹
の
矢
を
以
各
一
手
づ
ゝ
射
る
、
土
人
は
猶
是
を
流
鏑
馬
と
唱
ふ
、
此
外
九
月
十
四
日
に
も
祭
を
な
せ
り
。

赤
城
社　

正
月
七
日
祭
事
あ
り
、
又
九
月
十
四
日
に
も
行
は
る
、
是
等
の
歳
事
何
れ
も
五
所
権
現
と
同
じ
、
其
中
九
月
十
四
日
の

祭
は
五
所
権
現
と
隔
年
に
行
へ
り
、

と
の
記
述
が
あ
る
〔
一
四
四
～
一
四
五
頁
〕。「
流
鏑
馬
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
川
崎
市
史　

資
料
編
２　

近
世
』
に
同

行
事
の
天
保
年
間
の
記
録
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

天
保
年
間　

長
尾
村
山
根
家
年
中
行
事
書
上

一
、
正
月
五
日
ハ
、
権
現
様
御
祭
礼
、
弓
を
相
用
ゆ
、
是
ハ
五
才
位
幼
少
之
男
子
、
旧
家
之
内
ニ
て
弓
挽
相
致
し
来
り
候
、
且
又

弓
を
射
る
者
定
置
申
候　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

長
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

耕
地
権
右
衛
門

一
、
正
月
七
日
、
赤
城
神
社
礼
弓
射
ハ
権
現
様
の
如
し
、
弓
の
挽
ハ
幼
少
男
子
、
村
役
人
立
合
、
別
当
、
御
法
楽
有
之
祝
礼
、
相

用
ゆ
〔
二
三
〇
頁
〕（「
旧
山
根
家
文
書
」
―
「
天
保
九
年　

村
年
中
行
事
記
帳
」
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
）

ほ
ぼ
同
年
代
の
記
録
で
あ
る
が
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
「
流
鏑
馬
」
と
あ
り
、「
天
保
九
年　

村
年
中
行
事
記
帳
」
で
は

三
三

南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て



単
に
「
弓
挽
」「
弓
射
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、「
是
ハ
五
才
位
幼
少
之
男
子
」
に
よ
る
も
の
と
あ
り
、
馬
上
か
ら
弓
を

挽
い
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。「
歩
射
」
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
は
「
流
鏑
馬
の
式
を
行
ひ
し
と
云
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
伝
聞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
弓
射
行
事
を
行
っ
て
い
る
と
の
情
報
か
ら
、
武
家
の
編
纂
者
側
が
「
流
鏑

馬
」
と
解
釈
し
て
記
述
し
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
明
治
期
に
「
権
現
様
」
と
「
赤
城
神
社
」
は
合
祀
さ
れ
て
長
尾
神
社
と
な
っ
た

た
め
に
、
現
在
で
は
長
尾
神
社
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
子
供
が
主
で
あ
る
。
も
っ
と
も
弓
を
挽
く
の
は
介
添
人

の
大
人
で
あ
る
が
。
な
お
、
現
在
の
呼
称
は
、「
マ
ト
ー
」
で
あ
る
が
、
記
録
か
ら
は
「
弓
挽
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
読
め
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
留
意
し
な
が
ら
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に
記
述
さ
れ
た
歩
射
・
流
鏑
馬
の
記

述
を
表
化
し
た
。
た
だ
し
、
文
章
か
ら
明
ら
か
に
「
流
鏑
馬
」
と
思
わ
れ
る
も
の
は
除
い
て
い
る
。『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
は
、

①
②
③
⑦
⑩
⑭
が
「
び
し
ゃ
祭
り
」「
賭
的
」「
奉
射
」
な
ど
と
記
さ
れ
、
他
は
「
流
鏑
馬
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
②
⑩
は
現
在
確

認
で
き
な
い
が
、
①
③
⑦
⑭
で
は
現
在
で
も
「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
⑦
の
「
射
術
」
に
関
し
て
は
内
容
が
不
明

で
あ
る
が
、
当
神
社
で
は
現
在
で
は
「
歩
射
」
が
三
月
の
初
卯
に
行
わ
れ
て
い
る
。『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
で
は
、
㉔
の
二
宮

神
社
だ
け
が
「
御
的
神
事
」
と
さ
れ
、
他
は
「
流
鏑
馬
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
㉒
の
山
北
町
室
生
神
社
で
は
現
在
で
は

実
際
に
「
流
鏑
馬
」
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
記
述
か
ら
は
当
時
の
行
事
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、「
中
川
・
神
繩
二
村
よ
り

隔
年
二
的
板
の
料
を
納
む
る
を
例
と
す
」
と
あ
り
〔
二
〇
二
頁
〕、「
的
」
が
板
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
流
鏑
馬
」
だ
っ
た
可
能
性
が

推
察
さ
れ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
的
」
は
菰
か
半
紙
が
中
心
で
あ
り
、
板
を
「
的
」
と
す
る
の
は
一
般
に
「
流
鏑
馬
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
時
も
実
際
に
「
流
鏑
馬
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
㉕
の
淘
綾
郡
二
ノ
宮
庄
の
西
小

磯
村
十
二
所
権
現
社
の
項
に
は
「
例
祭
は
正
月
七
日
、
流
鏑
馬
式
あ
り
、
村
民
八
右
衛
門
是
を
勤
む
と
云
」
と
あ
る
。
十
二
所
権
現

社
は
「
往
古
は
白
岩
權
現
と
號
せ
し
と
云
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
ま
た
白
岩
神
社
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
白
岩
神

社
の
祭
礼
と
し
て
「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
行
わ
れ
、「
歩
射
（
ブ
シ
ャ
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
当
時
か
ら
行
事
の
内
容
が
変
わ
っ
て
い
な

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス
　
第
二
十
三
巻
　
第
二
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四



表　『�新編武蔵風土記稿』『新編相模国風土記稿』に記述されたオビシャ。「流鏑馬」との記述
が多いが、文中から明らかに「流鏑馬」と思えるものは除いている。頁番号は巻号のもの。

『新編武蔵風土記稿』
巻号 郡 村 現市区町村 神社 祭りの名称 時期 頁

第一巻
① 豊島郡 下落合村 新宿区 氷川神社 びしゃ祭り 九月 258
第三巻
② 荏原郡 桐ケ谷村 品川区 氷川神社 備射講 正月十五日 33
③ 橘樹郡 菅村 川崎市 根の上社 賭的 正月九日 117
④ 高石村 川崎市 伊勢宮 流鏑馬の式 正月十五日又二月十五日 121
⑤ 長尾村 川崎市 五所権現社 流鏑馬の式 正月五日 144
⑥ 長尾村 川崎市 赤城社 流鏑馬の式 正月七日 144
⑦ 平村 川崎市 八幡宮 射術の式 二月初めの卯の日 162
⑧ 堀之内村 川崎市 山王社 流鏑馬の式 正月三日 323
⑨ 川中島村 川崎市 稲荷社 流鏑馬 九月十五日 330
第四巻
⑩ 久良岐郡 永田村 横浜市 春日社 網代の的を射て奉納す 七月七日 149
第六巻
⑪ 多摩郡 御嶽村 青梅市 御嶽社 流鏑馬 九月二十九日 126
⑫ 氷川村 奥多摩町 白髭明神 流鏑馬 正月七日 158
⑬ 棚澤村 奥多摩町 多名澤神社 流鏑馬 正月五日他 166
第八巻
⑭ 足立郡 高鼻村 さいたま市 氷川神社 奉射 正月七日 92
第九巻
⑮ 入間郡 前久保村 毛呂山町 八幡社 流鏑馬 八月十五日 20
⑯ 和田村 越生町 春日社 流鏑馬 九月廿八日・廿九日 20
⑰ 高麗郡 新堀村 日高市 大宮社 流鏑馬神事 三月十五日 193
⑱ 比企郡 大豆戸村 鳩山町 三島社 流鏑馬 九月 298
⑲ 平村 ときがわ町 山王社 流鏑馬 十一月廿六日 321
第十二巻
⑳ 児玉郡 児玉町 児玉町 八幡社 流鏑馬 八月十四日より十六日 13
㉑ 秩父郡 横瀨村 横瀬町 丹生社 流鏑馬（古へ） 三月四日 179

『新編相模国風土記稿』
第一巻
㉒ 足柄上郡 川村 山北町 室生明神社 流鏑馬 九月廿九日 202
第二巻
㉓ 足柄上郡 小船村 小田原市 白髭社 流鏑馬等の式 正月三ヶ日及び八日 257
㉔ 淘綾郡 二宮村 二宮町 二ノ宮神社 御的神事 正月七日 293
㉕ 淘綾郡 西小磯村 大磯町 十二所権現社 流鏑馬式 正月七日 320
第三巻
㉖ 大住郡 下吉澤村 平塚市 八劔明神社 流鏑馬 正月七日 65
第五巻
㉗ 三浦郡 三崎町 三浦市 海南明神社 流鏑馬 四月三日（東鑑） 264

三
五

南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て



い
と
す
る
な
ら
ば
、『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に
記
述
さ
れ
た
「
流
鏑
馬
」
は
「
歩
射
」
を
含
む
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
一
九
五
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
磯
町
文
化
史
』
に
は
「
古
風
豊
か
な
流
鏑
馬
（
但
し
歩
射
）
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
」
と
記
述

さ
れ
〔
大
磯
町
文
化
史
編
纂
委
員
会　

一
九
五
六　

二
四
一
〕、
一
九
五
六
年
の
段
階
で
も
「
流
鏑
馬
」
と
「
歩
射
」
の
区
別
は
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
流
鏑
馬
の
よ
う
な
「
騎
射
」
と
「
歩
射
」
は
『
倭
名
類
聚
抄
』
で
も
区
別
さ
れ
て
お
り
、

ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
あ
る
。「
流
鏑
馬
」
は
鎌
倉
八
幡
宮
の
よ
う
な
武
家
に
ゆ
か
り
の
深
い
神
社
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
理
解

で
き
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
武
家
側
の
史
料
と
し
て
編
纂
さ
れ
る
中
で
、
弓
射
行
事
が
「
流
鏑
馬
」
と
記

述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
呼
称
と
し
て
は
、「
ビ
シ
ャ
系
」（「
オ
ビ
シ
ャ
」「
ビ
シ
ャ
」
な
ど
。
こ
こ
で
は
漢
字
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
）、

長
尾
神
社
の
よ
う
な
「
マ
ト
ー
」、
そ
の
他
と
し
て
は
埼
玉
県
八
潮
市
の
「
弓
ぶ
ち
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。『
新
編
相
模
国

風
土
記
稿
』
で
は
㉔
の
二
宮
神
社
の
も
の
だ
け
が
「
御
的
」
と
さ
れ
て
い
た
。
中
村
亮
雄
は
「
川
崎
市
内
の
的
祭
」
で
、「
市
内
で

は
現
在
、
ブ
シ
ャ
系
の
名
称
が
わ
ず
か
に
上
丸
子
の
備
社
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
マ
ト
イ
リ
と
か
、
タ
ン
パ
タ
ン
パ
と
か
、
他

の
名
称
で
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
市
内
で
は
オ
マ
ト
と
か
マ
ト
ー
の
よ
う
に
マ
ト
系
の
呼
び
名
が
多
」
い
と
記
し
て
い
る
〔
中
村　

一
九
六
六　

五
七
～
五
八
〕。
中
村
の
記
述
に
お
け
る
「
上
丸
子
の
備
社
」
と
は
、
中
原
区
上
丸
子
日
枝
神
社
の
行
事
で
あ
り
、
現

在
で
は
「
ビ
シ
ャ
祭
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
た
だ
し
日
枝
神
社
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
に
関
し
て
は
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
記
述

は
な
い
。

一
九
九
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
磯
町
史
研
究　

創
刊
号
』
に
和
田
正
洲
は
「
白
岩
神
社
の
「
座
」
と
的
祭
り
」
と
し
て
大
磯
町

西
小
磯
白
岩
神
社
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
を
「
的
祭
り
」
の
呼
称
で
紹
介
し
て
い
る
〔
和
田　

一
九
九
二
〕。
和
田
の
論
は
「
座
」
に
視

点
が
お
か
れ
て
お
り
、
当
該
地
で
の
呼
称
と
し
て
の
「
的
祭
り
」
と
い
う
よ
り
も
、
長
尾
神
社
の
よ
う
に
川
崎
市
で
は
「
マ
ト
ー
」

と
呼
ぶ
地
域
が
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
用
い
た
語
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
、「
大
磯
町
の
観
光
情
報
サ
イ
ト
」
で
は
「
歩
射

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
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第
二
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三
巻
　
第
二
号

三
六



（
ぶ
し
ゃ
）」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
二
〇
年
三
月
四
日
閲
覧
）。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
原
区
上
丸
子
日
枝
神
社
で
は
「
タ
ン
パ
タ
ン
パ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
中
村
は
報
告
し
て
い
る
。

中
村
は
「
名
称
の
由
来
は
不
明
で
、
宮
司
の
家
が
昔
か
ら
タ
ン
パ
と
呼
ば
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
な
ど
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。」
と

記
し
て
い
る
が
〔
中
村　

一
九
六
六　

五
九
〕、
現
在
で
も
宮
司
家
の
屋
号
が
「
タ
ン
バ
」
だ
か
ら
と
説
明
さ
れ
、
ま
た
二
〇
一
八

年
の
行
事
に
お
い
て
、
近
隣
の
方
が
「
こ
の
行
事
を
、
祖
母
が
昔
は
タ
ン
パ
タ
ン
パ
と
呼
ん
で
い
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
（
筆
者
調

査
）。『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
山
王
社
の
神
主
を
「
山
本
丹
波
」
と
記
し
て
お
り
〔
第
三
巻　

二
〇
〇
頁
〕、
中
村
が
指
摘

す
る
よ
う
に
「
タ
ン
バ
」
が
「
タ
ン
パ
」
と
な
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
神
主
家
と
「
ビ
シ
ャ
」
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
が
う
か
が

え
る
。
た
だ
し
、
的
作
り
は
、
特
定
の
家
が
世
襲
に
よ
り
決
ま
っ
て
お
り
、
的
作
り
の
場
も
、
今
で
こ
そ
山
本
家
の
庭
（
二
〇
二
〇

年
か
ら
神
社
の
境
内
）
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
世
襲
の
家
で
回
し
て
い
た
と
い
う
。
神
主
家
と
し
て
よ
り
も
、
世
襲
の
家

の
一
つ
と
し
て
「
タ
ン
バ
」
が
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に
記
述
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
当
時
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
言
え

な
い
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
川
崎
市
日
枝
神
社
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
記
述
が
な
い
。
そ
れ
で
も
、

当
地
で
は
「
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
記
録
と
し
て
確
認
で
き
る
最
古
の
も
の
は
昭
和
十
一

年
で
あ
る
。
空
襲
で
記
録
の
ほ
と
ん
ど
は
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
で
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
起

源
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
は
、
寺
院
・
神
社
の
記
述
は
あ
る
が
、
行
事
の
記
述
を
ま
っ
た
く

し
て
い
な
い
地
域
が
み
ら
れ
る
。
先
に
も
み
た
よ
う
に
伝
聞
で
あ
る
地
域
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
両
書
の
記
述
だ
け
で
、
歴
史

的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

三
七

南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て



四
、
行
事
分
布

関
東
地
方
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、「
オ
ビ
シ
ャ
」（「
マ
ト
ー
」
を
含
む
）
と
呼
ば
れ
る
行
事
は
、
利
根
川
・
荒
川
水
系
と
多
摩
川

水
系
に
沿
っ
た
下
流
域
に
濃
密
に
分
布
す
る
。『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
が
埼
玉
県
内
の
様
子
を
詳
細
に
ま
と
め
て
お
り
、「
本

県
に
お
い
て
、
オ
ビ
シ
ャ
行
事
が
濃
厚
に
分
布
し
て
い
る
地
域
は
、
三
郷
市
や
八
潮
市
、
吉
川
町
、
庄
和
町
、
幸
手
市
な
ど
を
中
心

と
す
る
県
東
南
部
地
方
の
農
村
地
帯
（
現
在
は
都
市
化
さ
れ
て
い
る
地
域
も
多
い
）
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
県
北
部
や
東

部
の
児
玉
地
方
及
び
比
企
地
方
に
は
全
く
見
当
た
ら
ず
、
大
里
や
北
埼
玉
地
方
に
は
僅
か
に
分
布
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
」
と
述

べ
て
い
る
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

二
〇
〕。『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
は
調
査
時
に
確
認
で
き
た
も
の

で
あ
り
、
編
纂
時
と
い
う
時
間
で
捉
え
た
「
現
在
」
の
行
事
様
相
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
茨
城
県
南
部
・
千
葉
県
中
北
部
に

も
み
ら
れ
る
こ
と
が
、
千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館
の
図
録
『
令
和
元
年
度
企
画
展　

オ
ビ
シ
ャ
は
つ
づ
く
よ
四
〇
〇
年
～
年
の
は
じ

め
の
村
ま
つ
り
～
』
に
記
さ
れ
た
地
図
か
ら
わ
か
る
〔
千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館　

二
〇
一
九　

六
〕。

一
方
、
多
摩
川
沿
い
で
は
中
村
亮
雄
が
「
川
崎
市
内
の
的
祭
」
で
記
し
て
い
る
が
〔
中
村　

一
九
六
六
〕、
川
崎
市
内
に
集
中
し

て
い
る
。
ま
た
大
田
区
六
郷
の
六
郷
神
社
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
は
下
丸
子
の
六
所
神
社
で
も
行
わ
れ
て
い
た
〔
大
田
区
史

編
さ
ん
委
員
会　

一
九
八
三　

三
九
四
～
三
九
八
〕、
神
奈
川
県
内
（
相
模
国
）
で
は
大
磯
町
や
相
模
原
市
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
神
奈
川
県
内
の
旧
相
模
国
で
の
分
布
は
薄
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
川
」
が
行
事
の
広
が
り
に
何
等
か
の
関
わ
り
を

持
つ
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
だ
け
の
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。

現
在
の
分
布
状
況
と
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
の
記
述
か
ら
み
た
分
布
に
は
ず
れ
が
あ
る
。
理
由
の

一
つ
は
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
両
書
は
地
域
に
よ
る
記
述
の
仕
方
に
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
川
崎
市
日
枝

神
社
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
で
は
「
弓
ぶ
ち
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
八
潮
市
鶴
ケ
曽
根
久
伊
豆
神
社
に
関
し
て
も
、「
久
伊
豆
社　

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス
　
第
二
十
三
巻
　
第
二
号

三
八



村
の
鎮
守
な
り
、
藥
王
寺
の
持
、
下
同
じ
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
り
〔
第
八
巻
、
一
五
八
頁
〕、「
オ
ビ
シ
ャ
」
に
関
す
る
記
述
は
な

い
。
久
伊
豆
神
社
は
カ
ミ
・
シ
モ
が
あ
り
、
現
在
で
は
ど
ち
ら
も
独
自
に
「
弓
ぶ
ち
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
他
に
記
録
が
な
い
の
で
、

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
、
鶴
ケ
曽
根
久
伊
豆
神
社
で
「
弓
ぶ
ち
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
も
、
い
な
か
っ
た
と

も
言
え
な
い
。
た
だ
し
、
鶴
ケ
曽
根
上
に
は
、「
弓
ぶ
ち
」
の
際
に
使
う
三
方
が
残
さ
れ
、
そ
れ
に
は
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
の

銘
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
当
屋
は
こ
の
三
方
に
供
え
物
を
あ
げ
て
い
た
と
い
う
（
現
在
、
こ
の
三
方
は
資
料
館
に
あ
る
）。
弓
射
行

事
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
当
屋
を
回
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
当
屋
の
問
題
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。

一
つ
は
明
治
に
な
っ
て
の
合
祀
で
あ
る
。
川
崎
市
長
尾
神
社
が
二
つ
の
神
社
の
合
祀
に
よ
っ
て
明
治
時
代
に
成
立
し
た
神
社
で
あ

る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
二
つ
の
神
社
で
、
別
々
に
行
っ
て
い
た
も
の
が
一
つ
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
記
録
に
は
み
え
る
が

現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
地
域
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
江
戸
時
代
に
は
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
合

祀
さ
れ
た
た
め
に
、
行
事
が
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、
近
世
の
網
羅
的
な
記
録
が
他
に
な
い
の
で
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
か
ら
、
分
布
に
着

目
し
て
み
た
い
。
現
在
は
実
際
に
「
流
鏑
馬
」
が
行
わ
れ
て
い
る
先
の
表
中
の
⑮
⑯
㉒
を
除
く
と
（
編
纂
当
時
も
行
わ
れ
て
い
る
と

仮
定
し
て
）、
全
部
で
二
十
四
例
と
な
る
。
現
在
、
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
で
の
記
述
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
東
京

都
青
梅
市
・
奥
多
摩
町
、
埼
玉
県
児
玉
町
・
横
瀬
町
で
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
分
布
密
度
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
が
、
南
関
東
一
帯
で
行
わ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
で
み
ら
れ
る
内
地
の
地
区
は
多
摩
川
、
荒
川

の
上
流
域
に
あ
た
る
。
現
在
確
認
で
き
る
分
布
と
同
様
、
こ
れ
ら
河
川
の
下
流
域
で
広
く
み
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ

ら
河
川
が
行
事
伝
播
と
何
等
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
九

南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て



五
、「
的
」
の
形

荒
川
・
利
根
川
水
系
と
多
摩
川
水
系
下
流
域
に
濃
密
に
「
オ
ビ
シ
ャ
」
は
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
両
地
域
で
は

「
的
」
の
形
状
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
前
者
地
域
で
の
「
的
」
は
、
竹
枠
に
半
紙
を
張
り
付
け
、
そ
こ
に
文
字
や
円
あ
る
い
は
絵
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
後
者
地
域
で
の
「
的
」
は
葦
や
竹
を
編
み
こ
ん
で
円
形
に
し
て
半
紙
を
張
り
付
け
て

い
る
。
例
え
ば
、
八
潮
市
木
曽
根
氷
川
神
社
で
は
、
丸
い
枠
に
半
紙
を
張
り
付
け
て
、
そ
こ
に
「
鬼
」
と
書
い
て
あ
る
。
片
方
は

「
鬼
」
で
片
方
に
は
点
が
な
い
。
こ
れ
は
点
が
あ
る
方
が
雄
で
、
無
い
方
が
雌
だ
と
説
明
さ
れ
た
（
二
〇
一
九
年
調
査
）。
同
市
鶴
ケ

曽
根
久
伊
豆
神
社
下
で
は
、
四
つ
の
組
が
そ
れ
ぞ
れ
で
「
的
」
を
作
る
が
、「
鬼
」
を
書
い
た
り
、
円
を
書
い
た
り
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
最
後
に
は
、
通
し
矢
と
言
っ
て
、
的
を
破
る
（
二
〇
一
九
・
二
〇
年
調
査
）。
記
録
と
し
て
は
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
の

「
小
林
村
香
取
社
祭
礼
式
法
」（
越
谷
市
「
小
林
江
原
家
蔵
」）
の
中
で
、「
正
月
六
日
相
当
打
寄
仕
度
之
事
」
と
し
て
「
差
渡
し
三

尺
」
で
半
紙
に
「
鬼
」
の
字
が
書
か
れ
た
的
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
〔
越
谷
市
役
所　

一
九
七
三　

九
〇
九
〕。
ま
た
川
口
市
「
峯

村
新
光
寺
年
中
行
事
」
と
し
て
「
安
政
七
庚
申
年
改
也
」
と
あ
る
も
の
に
、「
鬼
」
と
書
か
れ
た
的
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
〔
川
口

市　

一
九
八
五　

九
一
四
〕。
歴
史
的
に
も
的
が
半
紙
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

一
方
、
多
摩
川
水
系
に
あ
た
る
現
在
の
川
崎
市
で
見
ら
れ
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
「
的
」
は
葦
を
編
ん
で
作
る
。
現
在
で
は
編
む

の
が
大
変
と
い
う
こ
と
で
、
毎
年
は
作
ら
ず
に
矢
が
当
た
っ
た
箇
所
を
補
修
し
て
使
い
ま
わ
す
地
区
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
川
崎
市
日

枝
神
社
で
は
、
毎
年
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
前
日
に
半
日
が
か
り
で
「
的
」
作
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
水
に
つ
け
て
お
い
た
葦
を
叩
き
、

さ
い
て
編
み
込
む
の
だ
が
大
変
な
作
業
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
空
襲
で
焼
き
出
さ
れ
た
地
域
な
の
で
古
い
記
録
は
残
っ

て
な
い
が
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
の
「
日
枝
神
社
御
備
社
集
米
帳　

宮
本
分
」
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。「
集
米

帳
」
と
表
紙
に
あ
る
よ
う
に
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
際
に
持
ち
寄
っ
た
米
の
量
と
人
名
を
記
帳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
的
ノ

マ
テ
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葭
ニ
付
キ　

一
ケ
月
許
リ
前
ニ
何
日
頃
頂
キ
ニ
余
リ
テ
宜
敷
キ
申
ノ
御
願
ヒ
ノ
は
が
き
ヲ
出
ス
事
」
と
の
記
述
も
あ
り
、
作
る
も
の

に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
か
ら
「
的
」
は
昭
和
初
期
に
は
「
葭
」
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
葭
を

編
ん
で
円
形
に
し
、
そ
の
上
に
半
紙
を
張
っ
て
、
茄
子
が
ら
で
同
心
円
を
書
く
（
中
心
に
は
波
型
を
描
く
が
、
こ
れ
は
稲
穂
を
表
し

て
い
る
と
い
う
（
筆
者
調
査
））。
さ
ら
に
、
こ
の
「
集
米
帳
」
は
墨
書
さ
れ
、
綴
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
紙
に
「
昭
和
拾
三
年

度
日
枝
神
社
御
備
社
祭
」
と
し
て
神
主
・
神
社
総
代
な
ど
の
名
前
だ
け
が
、
ペ
ン
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
で
簡
略
化
さ
れ
た

も
の
か
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
詳
し
く
知
る
人
に
話
し
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
人
名
に
続
き
「
的
ノ
葭
奉
納　

雑
色　
（
名

前
）」
と
あ
り
、
昭
和
十
二
年
と
同
様
に
「
的
」
の
材
料
は
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
雑
色
は
現
在
の
東
京
都
大
田
区
蒲

田
に
あ
る
地
だ
が
、
古
老
か
ら
も
近
年
ま
で
そ
こ
か
ら
貰
っ
て
い
た
と
の
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
昭
和
十
二
年
の
所
に
は

「
東
京
市
蒲
田
区
雜
色
町
大
野
水
門
際　
（
名
前
）　

此
ノ
返
礼
ハ
先
方
ニ
テ
吉
凶
ニ
関
係
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
キ
必
ズ
弓
リ
方
ニ
名
ニ
テ

持
参
サ
レ
タ
シ
（
成
ル
ベ
ク
当
日
コ
ト
）」
と
記
述
さ
れ
、
道
順
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
返
礼
」
と
は
十
三
年
の
と
こ
ろ
に
書
か
れ
た

「
的
ノ
葭
奉
納
」
に
対
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
吉
凶
ニ
関
係
ス
ル
モ
ノ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
地
の
「
オ
ビ

シ
ャ
」
は
占
い
的
性
格
を
持
つ
行
事
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。
な
お
、

日
枝
神
社
は
多
摩
川
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
下
流
に
あ
た
る
対
岸
の
家
か
ら
葭
を
調
達
し
て
お
り
、
行
事
と
多
摩
川

の
関
係
性
が
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
神
奈
川
県
大
磯
町
西
小
磯
白
岩
神
社
で
は
、
三
月
の
第
一
日
曜
日
に
オ
ビ
シ
ャ
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
的
は
割
竹
を
編
ん

だ
も
の
に
半
紙
を
張
り
付
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
大
磯
町
白
岩
神
社
の
「
的
」
は
川
崎
市
の
も
の
よ
り
も
小
さ
く
、「
的
は
竹

ひ
ご
七
十
二
本
で
編
み
、
裏
に
親
骨
を
十
文
字
に
入
れ
て
、
表
面
に
は
半
紙
を
は
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
大
磯
町
文
化
史
編
纂

委
員
会　

一
九
五
六　

二
四
一
〕。
現
在
で
も
竹
を
粗
く
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
利
根
川
・
荒
川
水
系
の
す
べ
て
の
地
域
で
の
「
的
」
が
半
紙
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
に

四
一

南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て



よ
る
と
、
鴻
巣
市
滝
馬
室
氷
川
神
社
の
「
マ
ト
ウ
サ
イ
」
で
は
、「
芳
（
メ
ガ
ヤ
）
の
葦
を
刈
り
取
り
、
こ
の
葦
を
乾
燥
さ
せ
、
杵

で
つ
ぶ
し
て
石
井
氏
が
編
ん
で
四
尺
角
の
網
代
を
作
る
。
こ
れ
は
、
当
日
に
使
用
さ
れ
る
的
に
な
る
も
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
文

中
に
あ
る
「
石
井
氏
」
は
役
員
以
外
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
五
軒
の
う
ち
の
一
軒
で
あ
る
と
い
う
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ

ー　

一
九
九
四　

四
四
～
四
五
〕。
越
谷
市
大
成
町
（
後
方
・
飯
島
・
辻
）
の
「
ユ
ミ
イ
リ
」
で
は
「
的
は
葦
を
網
代
に
編
ん
だ
も

の
で
、
そ
れ
に
三
尺
四
方
の
紙
を
張
り
、
二
重
の
丸
を
描
い
て
お
く
。」
と
あ
り
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

一
五
六
〕、
こ
れ
ら
は
川
崎
市
で
見
ら
れ
る
「
的
」
の
作
り
方
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
両
神
村
出
原
諏
訪
神
社
（
現
、
小
鹿
野
）
で

は
「
テ
ン
キ
ウ
ラ
ナ
イ
」
と
い
う
的
射
行
事
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
「
的
」
は
「
割
り
竹
を
丸
く
編
ん
だ
も
の
に
和
紙
を
張
り
つ
け

て
作
る
。」
と
い
う
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

一
三
五
〕。
大
磯
町
白
岩
神
社
の
「
的
」
と
同
じ
で
あ
る
。
し

か
し
全
体
的
に
み
る
と
、
現
在
に
お
い
て
は
利
根
川
・
荒
川
水
系
で
は
半
紙
で
「
的
」
を
作
る
地
域
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　六
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
儀
礼
的
意
味

小
鹿
野
町
伊
豆
沢
の
諏
訪
神
社
で
は
、
単
に
「
祭
り
」
と
呼
ば
れ
て
弓
射
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
近
年
、「
オ
テ
ン
キ
ウ
ラ

ナ
イ
」
あ
る
い
は
「
マ
ト
ヤ
ノ
シ
ン
ジ
」
と
も
呼
ば
れ
る
と
い
う
。
現
在
は
二
月
十
一
日
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、「
昭
和
六
二
年
ま

で
二
月
二
六
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
本
来
正
月
二
七
日
で
あ
っ
た
と
い
い
、
古
く
か
ら
年
の
初
め
に
一
年
の
天
候
を
占
い
、
作
付

け
の
目
安
に
し
て
い
た
祭
り
で
あ
っ
た
。」
た
め
に
「
オ
テ
ン
キ
ウ
ラ
ナ
イ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
〔
埼
玉

県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

一
三
一
～
一
三
二
〕。
ま
た
先
に
紹
介
し
た
両
神
村
出
原
の
諏
訪
神
社
で
は
「
十
二
本
の

矢
の
当
た
り
具
合
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
天
候
を
占
う
」「
的
の
白
い
部
分
に
矢
が
数
多
く
当
た
る
と
晴
天
の
年
に
な
る
と
い
い
、
的

の
黒
い
部
分
に
多
く
当
た
る
と
雨
が
多
い
年
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
は
ず
れ
の
矢
が
数
多
く
あ
る
と
大
風
が
吹
く
な
ど
天
候
が
荒
れ

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス
　
第
二
十
三
巻
　
第
二
号

四
二



る
年
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
占
い
に
よ
り
、
的
の
白
い
部
分
に
矢
が
多
く
当
た
っ
た
年
は
粟
を
多
く
作
り
、
的
の
黒
い
部

分
に
矢
が
多
く
当
た
っ
た
年
は
稗
を
作
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。」
と
い
い
、「
テ
ン
キ
ウ
ラ
ナ
イ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。〔
埼
玉
県
立

民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

一
三
四
〕。

川
崎
市
日
枝
神
社
で
の
「
的
」
の
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
図
は
稲
穂
を
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
占
い
と
し
て

の
性
格
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
占
い
の
性
格
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
実
際
に
矢
が
当
た
る
こ
と

と
豊
作
と
の
関
連
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
筆
者
調
査
）。
す
で
に
農
家
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
も
関
係
す
る
だ
ろ

う
。
幸
手
市
・
宮
代
町
・
杉
戸
町
の
行
事
は
十
月
が
中
心
で
あ
る
が
、
十
月
（
十
一
月
）
を
秋
の
祭
り
と
し
、
春
に
も
行
う
地
区
も

み
ら
れ
る
。
幸
手
市
惣
新
田
（
三
田
）
の
香
取
神
社
で
は
正
月
十
八
・
十
九
に
近
い
日
曜
日
を
春
の
祭
礼
と
し
、
十
一
月
三
日
を
秋

の
祭
礼
と
し
、
春
の
祭
礼
は
、「
初
拝
み
と
称
す
る
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
祭
り
」、
秋
の
祭
礼
は
「
収
穫
を
感
謝
す
る
祭
り
」
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

二
百
六
〕。
同
市
平
野
（
本
田
）
の
香
取
神
社
で
は
十
月

二
十
日
に
行
わ
れ
、「
豊
作
を
感
謝
す
る
祭
り
」
と
の
こ
と
で
あ
る
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

一
九
一
〕。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
農
業
と
の
関
係
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
天
気
占
い
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

多
く
の
地
区
で
は
春
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
豊
作
祈
願
と
し
て
の
性
格
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

一
方
、
川
本
町
（
現
、
深
谷
市
）
菅
沼
の
「
マ
ト
バ
ノ
ギ
（
的
場
の
儀
）」
で
は
、「
ま
ず
宮
司
が
一
の
矢
を
射
る
。
続
い
て
氏
子

総
代
、
当
番
の
順
に
次
々
と
矢
を
射
る
。
参
列
者
は
こ
の
矢
を
拾
っ
て
自
宅
の
神
棚
に
供
え
る
。
特
に
的
を
射
ぬ
い
た
矢
は
邪
気

を
祓
い
去
る
力
が
強
い
と
い
っ
て
争
っ
て
拾
う
。」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

一
四
一
〕。

大
磯
町
白
岩
神
社
で
は
的
の
土
台
と
な
る
竹
を
皆
が
競
っ
て
取
り
合
う
。
川
崎
市
内
で
も
、
弓
矢
が
射
手
の
子
ど
も
に
与
え
ら
れ
、

家
の
床
の
間
に
飾
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
魔
除
け
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
筆
者
調
査
）。
八
潮
市
久
伊
豆
神
社
の

四
三

南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て



下
で
は
、
小
的
を
家
の
数
だ
け
作
る
。
こ
れ
も
家
の
魔
除
け
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、「
的
」
に
鬼
の
字
や
絵
が
描
か
れ
、
そ
れ
を
射
抜
く
の
は
、
魔
除
け
を
意
味
す
る
と
い
え
る
。
川
崎
市
長
尾
神
社
で
は
的

の
裏
に
「
鬼
」
の
字
が
書
か
れ
た
半
紙
が
張
ら
れ
て
い
た
。「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
大
蛇
を
作
る
地
区
も
散
見
す
る
。
三
郷
市
大
広

戸
香
取
神
社
で
は
「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
呼
び
な
が
ら
、
蛇
作
り
だ
け
を
行
い
、
弓
射
行
事
は
行
わ
な
い
。「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
大
蛇
作
り

と
の
関
係
性
に
関
す
る
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、
大
蛇
を
魔
除
け
と
し
て
、
作
る
地
域
が
見
ら
れ
る
。「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
と
大
蛇

作
り
の
習
合
も
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
魔
除
け
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
川
崎
市
内
で
行
わ
れ
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
多
く
は
子
ど
も
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
長
尾
神
社
・
日
枝
神
社
で
は
実
際

に
は
介
添
人
が
弓
を
射
る
が
、
宮
前
区
稲
毛
総
社
白
幡
八
幡
大
神
（
表
⑦
）
で
は
、
介
添
人
（
親
）
の
介
添
え
で
子
ど
も
が
弓
を

射
っ
て
い
た
（
二
〇
一
九
年
、
筆
者
調
査
）。
埼
玉
で
も
弓
射
儀
礼
の
主
体
が
子
ど
も
と
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
越
谷
市
東
越

谷
の
香
取
神
社
で
は
「
神
社
境
内
で
約
三
ｍ
く
ら
い
の
距
離
か
ら
大
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
七
歳
の
男
子
が
一
人
づ
つ
矢
を
的

に
向
か
っ
て
射
る
。
吉
凶
を
占
う
も
の
で
は
な
く
七
歳
の
オ
ビ
ト
キ
（
帯
解
き
祝
い
）
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。」
と
あ
る
〔
埼
玉

県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

一
五
八
〕。
同
市
東
町
伊
南
里
神
社
で
も
「
氏
子
の
中
か
ら
あ
ら
か
じ
め
七
歳
の
長
男
を

二
人
ほ
ど
選
ん
で
お
き
、
矢
を
射
る
的
行
事
を
大
人
の
介
護
を
つ
け
て
行
わ
せ
る
。」
と
い
う
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

一
五
九
〕。
言
わ
れ
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
江
東
区
江
東
天
祖
神
社
で
は
神
主
が
介
添
え
と
し
て
子
ど
も

が
矢
を
射
る
（
二
〇
一
九
年
、
筆
者
調
査
）。
先
に
紹
介
し
た
、
川
崎
市
長
尾
神
社
の
「
天
保
九
年　

村
年
中
行
事
記
帳
」
に
は
「
五

歳
」
と
限
定
的
な
記
述
と
な
っ
て
お
り
、『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
の
大
住
郡
糟
屋
庄
下
吉
澤
村
（
現
、
平
塚
市
）
の
八
劔
明
神

社
の
項
で
は
、「
村
の
鎭
守
な
り
、
例
祭
は
正
月
七
日
、
流
鏑
馬
あ
り
（
村
内
七
歳
の
男
子
を
撰
て
執
行
す
、
若
無
れ
ば
廢
す
と
云
、）

村
持
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
第
三
巻　

六
五
頁
、
表
㉖
〕。
年
齢
が
指
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
七
歳
の
子
が
い
な
け
れ
ば

行
わ
な
い
の
で
あ
り
、
人
生
儀
礼
的
な
側
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
テ
シ
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・
ウ
ニ
ウ
ェ
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「
歩
射
」
は
、
国
家
（
朝
廷
）
行
事
と
し
て
、
国
家
安
寧
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
「
神
事
」
と
し
て
の

性
格
を
内
包
し
て
い
た
と
い
え
る
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
水
谷
は
「
武
田
射
礼
日
記
」
か
ら
、
村
々
の
神
社
の
神
事
と
し
て
行

わ
れ
た
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
「
村
々
の
神
社
の
神
事
」
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
村
々
で
の
豊
作
祈
願
や
魔

除
け
、
子
ど
も
の
人
生
儀
礼
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
流
山
市
芝
崎
の
名
主
役
で
あ
っ
た
吉
野
家
が
所
蔵
す
る
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
か
ら
文
化
十
五
（
一
八
一
八
）
年
の

日
記
に
は
、
興
味
深
い
記
述
が
み
ら
れ
る
。「
享
和
二
年
」
の
項
を
み
る
と
、

正
月
九
日

一
鎮
守
熊
野
権
現
奉
謝
我
等
当
前

正
月
廿
日

一
奉
謝
村
中
男
女
振
舞
如
定
例
宿
ハ
予
等

正
月
廿
五
日

一
天
神
奉
謝
勘
左
衛
門
方
江
行

二
月
五
日

一
初
午
奉
謝
宿
当
番
勘
左
衛
門

と
あ
る
〔
流
山
市
立
博
物
館
編
集　

一
九
九
二　

四
～
八
〕。「
熊
野
権
現
」「
村
中
男
女
の
振
る
舞
い
」「
天
神
」「
初
午
」
で

「
奉
謝
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
奉
謝
」
が
一
年
に
一
度
の
行
事
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
奉

謝
」
が
、
本
論
で
み
て
い
る
特
定
行
事
と
し
て
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
で
は
な
い
可
能
性
が
推
察
さ
れ
る
。
水
谷
は
「「
歩
射
」
で
は
な

く
「
宝
御
奉
謝
」、
す
な
わ
ち
一
宝
（
仏　

宝　

僧
）
に
感
謝
す
る
と
い
う
意
味
の
「
奉
謝
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
無

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
一
七
世
紀
前
半
の
宮
久
保
村
で
は
、
オ
ビ
シ
ャ
が
仏
教
的
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
」

四
五

南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て



と
述
べ
る
〔
水
谷　

二
〇
一
七　

五
五
〕。
宮
久
保
村
は
千
葉
県
市
川
市
宮
久
保
で
あ
り
、
水
谷
が
「
オ
ニ
ッ
キ
」
を
調
査
し
て
い

る
。「
オ
ニ
ッ
キ
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
少
な
く
と
も
流
山
市
柴
崎
で
は
、
仏
教
行
事
と
ま
で
は
断
定
で
き
な
い
が
、
必
ず

し
も
「
歩
射
」
だ
け
を
指
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
は
共
通
点
が
あ
る
。「
奉
謝
」
と
記
さ
れ
た
行
事
は

「
宿
」「
当
番
」
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
は
留
意
し
た
い
。

　七
、『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
に
み
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事

『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
に
記
載
さ
れ
た
行
事
は
、
各
地
域
の
自
治
体
史
を
基
に
し
、
さ
ら
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ

て
補
強
し
た
も
の
で
あ
る
。『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
に
記
載
さ
れ
た
行
事
は
二
七
二
例
あ
る
が
、
明
治
の
神
社
合
祀
に
よ
っ

て
現
在
の
形
に
な
っ
た
地
区
も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
川
崎
市
の
長
尾
神
社
は
、
二
つ
の
神
社
が
合
祀
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
近
世
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
で
「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
七
二
例
は
先
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、「
現
在
（
調
査
時
）」
に
お
い
て
確
認
（
廃
止
さ
れ
た
に
し
て
も
伝
承
が
残
る
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
発
生
時
期

に
つ
い
て
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
ま
と
め
ら
れ
た
記
録
は
他
に
な
い
た
め
、
本
節
で
は
、
こ
の
二
七
二
例
を
基
に
し

て
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。
細
か
い
儀
礼
分
類
に
つ
い
て
は
、
内
田
幸
彦
が
「
オ
ビ
シ
ャ
の
多
様
性
と
オ
ビ
シ
ャ
文
書
」
の
中
で
述

べ
て
い
る
の
で
〔
内
田　

一
九
九
四
〕、
そ
ち
ら
に
譲
り
、
い
く
つ
か
の
問
題
に
絞
っ
て
検
討
す
る
。

（
一
）
初
午
と
の
習
合

『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
に
あ
る
「
埼
玉
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
所
在
地
一
覧
」〔
二
二
～
三
四
頁
〕
か
ら
、
実
施
期
日
が
「
初

午
」
で
あ
り
、
行
事
名
が
「
稲
荷
講
・
ビ
シ
ャ
講
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
数
え
た
と
こ
ろ
、
一
〇
四
例
あ
っ
た
。
実
施
期
日
が

「
初
午
」
と
は
確
認
で
き
な
い
が
、
稲
荷
神
社
の
行
事
と
し
て
「
ビ
シ
ャ
講
」
あ
る
い
は
「
ビ
シ
ャ
」
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
も
カ
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ウ
ン
ト
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
体
の
約
三
八
・
二
％
に
あ
た
る
。
内
田
幸
彦
は
『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
に
加
え
、『
埼
葛
の
ま

つ
り
・
行
事
』
や
そ
の
他
市
町
村
史
か
ら
、
四
二
九
の
行
事
を
オ
ビ
シ
ャ
行
事
と
し
て
抽
出
し
、
整
理
し
た
結
果
、「
初
午
に
行
う
」

形
は
一
〇
八
例
で
、
全
体
の
二
五
・
二
％
と
す
る
〔
内
田　

一
九
九
四　

一
二
〇
〕。
内
田
の
出
し
た
数
値
と
、『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ

行
事
』
に
記
載
さ
れ
た
事
例
の
み
か
ら
算
出
し
た
数
値
に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
内
田
が
利
用
し
た
『
埼
葛
の
ま
つ
り
・
行

事
』
は
「
オ
ビ
シ
ャ
行
事
が
濃
密
に
分
布
す
る
県
東
南
部
の
祭
り
・
行
事
の
悉
皆
調
査
報
告
で
、
実
に
五
五
二
四
件
を
収
録
し
た
」

も
の
と
い
う
〔
内
田　

一
九
九
四　

一
一
九
〕。『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
だ
け
で
分
布
を
み
る
と
、「
初
午
」
と
習
合
し
て
い

る
地
域
の
分
布
は
、
荒
川
沿
い
に
濃
く
、
江
戸
川
・
中
川
沿
い
は
薄
い
。「
埼
葛
」
地
域
は
、
中
川
・
江
戸
川
流
域
に
あ
た
る
。
オ

ビ
シ
ャ
行
事
が
濃
密
な
東
南
部
の
中
で
も
江
戸
川
・
中
川
沿
い
の
母
数
が
増
え
れ
ば
、
総
体
的
に
割
合
が
減
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

が
『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
だ
け
か
ら
算
出
し
た
割
合
と
、
内
田
の
算
出
し
た
割
合
の
異
な
り
の
大
き
な
理
由
で
は
な
い
か
。

事
例
抽
出
の
精
度
を
上
げ
な
け
れ
ば
正
確
な
数
字
は
得
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
「
初
午
」
と
の
習
合
が
荒

川
沿
い
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
興
味
深
い
。

「
埼
葛
」
地
域
に
あ
た
る
が
、
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
の
「
稲
荷
武
社
帳 

午
二
月
初
午
」（
吉
川
香
取
神
社
文
書
）
が
『
吉
川

市
史　

資
料
編　

近
世
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。「
此
度
、
稲
荷
武
社
相
段
（
談
）
之
上
相
究
候
趣
之
義
ハ
、
両
秋
□
（
籾
三
）
升

ツ
ヽ
相
あ
つ
め
、
以
是
御
布
施
百
文
、
残
り
之
義
ハ
、
神
酒
代
□
□
、
以
上
」
と
あ
り
〔
吉
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

二
〇
一
二　

四
五
一
〕、
寛
政
十
年
に
は
稲
荷
（
初
午
）
と
「
武
社
＝
オ
ビ
シ
ャ
」
が
結
び
付
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
「
武
社

帳
」
は
当
番
帳
で
あ
る
。

現
在
の
東
京
都
青
梅
市
に
あ
た
る
南
小
曽
木
村
小
布
市
に
、
市
川
庄
右
衛
門
が
記
し
た
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
か
ら
明
治
三
十

（
一
八
九
七
）
年
に
か
け
て
の
『
市
川
家
日
記
』
が
伝
わ
る
。
河
岡
武
春
の
「
解
題
」
に
よ
る
と
、
市
川
庄
右
衛
門
は
「
寄
合
の
ま

と
め
役
」
と
い
う
〔
河
岡
武
春　

一
九
七
一　

五
七
〇
〕。
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
二
月
六
日
の
項
に
「
初
午
比
沙
講
、
宿
元
は

四
七

南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て



由
三
郎
方
也
。
組
合
も
壹
人
斗
也
。」
と
あ
る
〔
市
川　

一
九
七
一　

五
八
三
〕。
文
久
三
年
以
前
に
は
「
初
午
」
の
記
述
は
あ
る
が

「
比
沙
講
」
と
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
以
後
毎
年
記
述
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。「
比
沙
講
」
は
「
ビ
シ
ャ
講
」
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
記
述
か
ら
「
宿
」
を
決
め
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
弓
射
儀
礼
を
行
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
記
述
は
な

い
。
安
政
七
（
一
八
六
〇
）
年
正
月
九
日
の
項
に
は
「
鎮
守
稲
荷
水
ふ
り
有
、〈
中
略
〉
宿
元
は
上
の
勘
次
郎
方
也
。」
と
あ
り
〔
市

川　

一
九
七
一　

五
七
三
〕、「
比
沙
講
」
と
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宿
を
ま
わ
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
水
ふ

り
」
と
呼
ば
れ
る
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
文
久
三
年
七
月
十
五
日
頃
に
庄
右
衛
門
の
「
次
男
金
三
郎
疱
瘡
致
し
、
廿
九
日
に
は

う
そ
う
神
を
水
ふ
り
湯
ふ
り
な
が
し
致
し
候
。」
と
の
記
述
が
あ
る
〔
市
川　

一
九
七
一　

五
八
五
〕。「
湯
ふ
り
」
は
疱
瘡
神
を
流

す
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
湯
立
神
事
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
る
と
「
水
ふ
り
」
も
「
湯
ふ
り
」
と
同
様
な
祈

祷
的
神
事
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
安
政
七
年
に
は
「
初
午
」
の
行
事
と
し
て
「
水
ふ
り
」
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
文
久
三

年
に
「
初
午
比
沙
」
と
の
語
が
初
め
て
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
初
午
行
事
に
対
し
、「
ビ
シ
ャ
」
の
呼
称
が
こ
の
頃
に
伝
播
し

た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
呼
ば
れ
る
正
月
行
事
で
あ
り
農
耕
行
事
が
、
初
午
と
結

び
つ
き
、
荒
川
流
域
中
心
に
、「
初
午
」
を
行
っ
て
い
た
地
域
に
「
ビ
シ
ャ
講
」「
初
午
ビ
シ
ャ
」
と
い
う
形
で
呼
称
が
伝
播
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
二
）
弓
射
行
事
と
し
て
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」

「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
歩
射
で
あ
り
、「
カ
チ
ユ
ミ
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
オ
ビ
シ
ャ
行
事
」
は
弓
射
行
事
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
を
み
る
と
、
弓
射
行
事
を
行
う
「
オ
ビ
シ
ャ
」
は
二
七
二
例
中
、
四
八
例
で
一
七
・
六
％
し
か

な
い
。
内
田
に
よ
る
と
、
四
二
九
例
中
六
一
例
、
一
四
・
二
％
で
あ
り
、
更
に
割
合
は
低
く
な
る
〔
内
田　

二
〇
一
八　

一
二
〇
〕。

と
こ
ろ
で
、
内
田
は
ニ
ー
ダ
ム
が
提
示
し
た
多
配
列
分
類
に
よ
っ
て
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
分
類
を
行
っ
た
。
内
田
の
分
類
は
①
行

事
名
に
「
ビ
シ
ャ
」
を
含
む
、
②
的
射
を
行
う
、
③
甘
酒
を
伴
う
、
④
初
午
に
行
う
、
⑤
あ
ら
れ
撒
き
を
伴
う
、
⑥
当
渡
し
の
儀
礼
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を
伴
う
、
⑦
謡
を
伴
う
、
⑧
高
盛
飯
、
も
し
く
は
強
飯
を
伴
う
、
⑨
蓬
莱
山
も
し
く
は
生
殖
器
を
模
し
た
作
り
も
の
を
伴
う
、
⑩
藁

蛇
を
伴
う
、
⑪
餅
も
し
く
は
鏡
餅
を
伴
う
、
と
し
、「
こ
れ
ら
は
、
従
来
オ
ビ
シ
ャ
の
典
型
例
と
し
て
報
告
さ
れ
て
き
た
事
例
か
ら

抽
出
し
た
も
の
で
あ
」
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
従
来
は
オ
ビ
シ
ャ
行
事
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
初
午
行
事
や
甘
酒
祭

り
等
、
数
多
く
の
民
俗
行
事
に
つ
い
て
も
、
オ
ビ
シ
ャ
行
事
群
の
中
に
位
置
付
け
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。」
と

す
る
〔
内
田　

二
〇
一
八　

一
一
九
〕。
ニ
ー
ダ
ム
の
多
配
列
分
類
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
に
よ
る
類
似
の
特
性
を
も
つ
こ
と
に
よ

っ
て
一
つ
の
ク
ラ
ス
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
す
べ
て
の
個
体
に
共
通
な
特
性
は
一
つ
も
な
い
し
、
各
個
体
に
欠
け
て
い
る

特
性
は
す
べ
て
異
な
っ
て
い
る
。」
と
す
る
も
の
で
あ
る
〔
ニ
ー
ダ
ム　

一
九
九
三　

八
九
〕。
内
田
は
「
従
来
オ
ビ
シ
ャ
典
型
例
と

し
て
報
告
さ
れ
て
き
た
事
例
か
ら
抽
出
し
た
」
と
い
う
が
、
そ
の
特
性
に
「
①
行
事
名
に
「
ビ
シ
ャ
」
を
含
む
」
を
入
れ
て
、
他
の

特
性
と
同
等
に
み
る
こ
と
は
、「
オ
ビ
シ
ャ
行
事
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
問
い
立
て
に
お
い
て
は
、
倒
錯
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
ら
な
い
か
。
さ
ら
に
ニ
ー
ダ
ム
は
、
要
素
が
ど
れ
だ
け
共
有
さ
れ
れ
ば
一
つ
の
ク
ラ
ス
に
ま
と
め
ら
れ
る
か
ま
で
言
及
し
て

い
な
い
。
内
田
が
提
示
し
た
①
～
⑪
の
ど
れ
だ
け
の
共
有
性
を
も
て
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
三
郷
市
谷
中
・
市
助
稲
荷
社

で
は
蛇
を
作
り
（
両
神
社
と
も
二
〇
二
〇
年
か
ら
は
蛇
作
り
は
行
わ
ず
、
注
連
縄
を
買
っ
て
き
た
）、
市
助
で
は
必
ず
「
鯉
こ
く
」

を
食
べ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
谷
中
に
は
表
紙
に
「
稲
荷
社
祭
典
遥
拝
式
規
則
帳
」
と
書
か
れ
た
ヤ
ド
帳
が
あ
る
。「
初
午
」「
蛇
」

「
宿
」
か
ら
内
田
の
分
類
に
従
う
な
ら
ば
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
地
で
は
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
の
呼
称
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
意
識
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
に
は

含
ま
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
当
地
区
の
行
事
を
「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
。
構
成
要
素
に
上
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ

る
呼
称
を
含
め
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
事
の
構
成
要
素
は
本
来
の
意
味
と
は
無
関
係
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
『
市
川
家
日
記
』
の
よ
う
に
、「
初
午
」
行
事
に
「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
呼
称
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。「
オ
ビ
シ
ャ
と
は
何
か
」
と
の
問
い
立
て
に
お
い
て
は
、
呼
称
が
「
オ
ビ
シ
ャ
」
で
あ
る
こ
と
は
構
成
要
素
で

四
九

南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
て



は
な
く
、
前
提
と
し
て
捉
え
た
い
。
内
田
の
論
に
従
う
な
ら
ば
、
呼
称
が
「
オ
ビ
シ
ャ
」
で
も
な
い
行
事
が
、
構
成
要
素
に
よ
っ
て

「
オ
ビ
シ
ャ
」
に
類
別
さ
れ
、
ま
た
『
埼
玉
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
に
も
そ
の
よ
う
な
事
例
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
具

体
的
な
数
値
に
意
味
は
持
た
せ
ず
に
、
弓
射
行
事
の
割
合
が
低
い
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。
南
関
東
に
お
け
る

「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
に
お
い
て
、
弓
射
を
伴
う
行
事
の
割
合
が
低
い
こ
と
は
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
弓
射
行
事
を
本
質
と
し

て
い
な
い
こ
と
を
表
す
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
南
関
東
に
お
け
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
必
ず
し
も
「
弓
射
行
事
」
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　八
、
弓
射
行
事
と
し
て
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
歴
史
記
録

南
関
東
で
の
、
現
在
の
と
こ
ろ
の
最
古
の
文
書
は
、
千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
次
浦
の
惣
態
神
社
の
「
惣
態
神
社
奉
社
日
記
」
で

あ
る
。
こ
の
「
日
記
」
は
水
谷
類
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
表
紙
裏
に
は
「
慶
長
五
庚
子

歳
ヨ
リ
寛
保
二
壬
戌
年
マ
テ
百
四
十
三
年
ノ
間
、
／
古
帳
ヲ
写
申
候
／
惣
態
大
明
神
／
奉
社
古
日
記
寫
」
と
あ
る
〔
水
谷　

二
〇
一
七　

二
二
七
〕。
水
谷
は
「
写
と
は
い
え
そ
の
内
容
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
か
ら
寛
保
二
年
ま
で
連
続
し
た
書
き
継

ぎ
（
一
年
分
脱
漏
）
で
、
慶
長
以
来
の
写
で
あ
る
一
冊
目
の
筆
跡
は
同
一
人
、
内
容
は
古
帳
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」

と
述
べ
る
〔
水
谷　

二
〇
一
七　

六
〇
〕。
寛
保
二
年
は
一
七
四
二
年
で
あ
る
。
惣
態
神
社
で
は
、
現
在
は
「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、「
惣
態
神
社
奉
社
日
記
」（『
オ
ビ
シ
ャ
文
書
の
世
界
』
に
は
慶
長
五
年
か
ら
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
ま
で
が

翻
刻
）
に
は
当
番
を
務
め
た
人
の
名
前
、
そ
し
て
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
以
降
は
、
世
の
中
の
様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
み

で
あ
る
〔
二
二
七
～
二
八
六
頁
〕。
こ
の
よ
う
な
文
書
を
「
オ
ニ
ッ
キ
」
と
い
う
。「
奉
社
日
記
」
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
か
ら
「
弓

射
」
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
水
谷
は
千
葉
県
市
川
市
宮
久
保
の
「
オ
ビ
シ
ャ
文
書
」
に
「
弓
射
儀
礼
を
行
っ
た

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
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こ
と
を
示
す
痕
跡
は
ま
っ
た
く
な
い
」「
実
際
宮
久
保
で
は
現
在
も
オ
ビ
シ
ャ
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
か

つ
て
弓
射
行
事
を
行
っ
た
と
い
う
伝
承
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
オ
ニ
ッ
キ
に
記
載
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
宮
久
保
の
オ
ビ

シ
ャ
行
事
で
弓
射
儀
礼
が
全
く
な
か
っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
適
当
で
は
な
い
。
オ
ニ
ッ
キ
は
あ
く
ま
で
も
儀
礼
の
記

録
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
〔
水
谷　

二
〇
一
七　

五
五
〕。
惣
態
神
社
に
つ
い
て
も
、
慶
長
五
年
か
ら
の
「
オ
ニ
ッ

キ
」
の
存
在
か
ら
、
近
世
村
と
し
て
の
成
り
立
ち
の
年
代
を
そ
こ
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
今
の
段
階
で
は
い
つ
か

ら
弓
射
行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
先
に
「
オ
ビ
シ
ャ
」
は
必
ず
し
も
、
弓
射
行
事
と
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。
儀
礼
の
側
面
か
ら
は
、
文
書
記
録
と
し
て
弓
射
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
。

起
源
伝
承
は
地
域
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
鴻
巣
市
滝
馬
室
の
「
マ
ト
ウ
サ
イ
」
は
、

「
延
暦
年
間
（
七
八
二
～
八
〇
六
）
時
の
征
夷
大
将
坂
上
田
村
麻
呂
が
東
北
地
方
鎮
圧
の
折
り
、
た
ま
た
ま
当
地
方
通
過
の
際
に
、

当
地
を
荒
し
回
る
悪
竜
（
大
蛇
）
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
住
民
に
懇
願
さ
れ
た
の
で
」
退
治
し
た
と
い
わ
れ
、「
的
祭
の
神
事
は
中
古

の
こ
ろ
一
時
中
断
さ
れ
た
が
、
貞
享
年
間
（
一
六
八
四
～
八
八
）
に
当
所
の
豪
農
で
あ
っ
た
島
田
常
勝
氏
が
復
興
し
」
た
と
の
口
伝

が
あ
る
と
い
う
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

四
八
〕。
し
か
し
、
本
論
で
は
あ
く
ま
で
も
文
字
記
録
に
こ
だ
わ

り
た
い
。「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
弓
射
行
事
の
関
係
を
明
確
に
し
た
い
た
め
で
あ
る
。

管
見
の
と
こ
ろ
、
明
ら
か
に
弓
射
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
最
古
の
文
書
記
録
は
、
横
浜
市
本
牧
神
社
に
お
け
る
安

永
二
（
一
七
七
三
）
年
の
も
の
で
あ
る
。「
神
社
文
書
第
三
」
の
「
安
永
二
年
祭
禮
勤
日
覺
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

覚
え

〈
略
〉

（
正
月
）
八
日
毎
年
的
有
。

五
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南
関
東
に
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「
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ビ
シ
ャ
」
行
事
に
つ
い
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的
子
共
、
見
合
双
方
氏
子
内
に
て
一
人
宛
右
子
供
へ
爲
二

褒
美
一

、
紙
二
帖
、
扇
子
一
本
宛
引
つ
る
、
多
聞
院
よ
り
遣
は
す
。
的
道

具
・
引
竹
・
矢
・
竹
・
神
二
帖
、
多
門
院
よ
り
來
る
。

一
、
八
日
的
時
、
神
前
へ
ア
ヲ
サ
・
ア
サ
リ
吸
物
奉
獻
、
是
先
例
の
通
也
。
扨
的
仕
舞
、
掃
除
役
へ
紙
二
帖
、
青
銅
二
百
匹
進
上

候
也
。〔
横
濱
市
役
所　

一
九
三
二　

二
一
八
〕。

こ
の
記
録
か
ら
、
本
牧
神
社
に
お
い
て
一
七
七
三
年
に
は
正
月
八
日
に
「
的
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
牧
神
社
は
、

も
と
は
十
二
天
社
で
あ
り
、
多
門
院
が
別
当
で
あ
っ
た
が
、
明
治
の
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
社
号
を
改
め
た
も
の
と
い
う
〔
横
濱
市

役
所　

一
九
三
二　

二
〇
九
～
二
一
一
〕。
近
世
に
は
十
二
天
社
の
祭
祀
と
し
て
「
的
」
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
「
的
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
「
毎
年
的
有
」
と
の
一
文
か
ら
わ
か
る
。
十
二
天
社
の
祭
礼
と
し
て
多
門
院
が
道
具
を
準
備
す

る
な
ど
中
心
と
な
っ
て
「
的
」
は
行
わ
れ
た
。「
氏
子
内
に
て
一
人
宛
右
子
供
へ
爲
二

褒
美
一

」
と
の
一
文
か
ら
、
子
ど
も
が
射
手
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

次
に
古
い
の
が
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
改
正
と
記
さ
れ
た
「
小
林
村
香
取
社
祭
礼
式
法
（
小
林
江
原
家
蔵
）」
の
記
録
で
あ

る
。
現
在
の
越
谷
市
の
「
正
一
位
香
取
大
明
神
」
で
正
月
七
日
に
「
的
」
を
行
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
る

「
的
」
の
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
改
正
」
と
あ
る
の
で
、
文
政
五
年
以
前
か
ら
こ
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
推
察
で
き
る
が
、

「
的
」
が
い
つ
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。「
的
」
は
半
紙
で
作
り
、
小

的
に
関
し
て
は
「
相
当
之
人
数
程
コ
シ
ら
へ
家
々
江
壱
本
ツ
ヽ
持
参
事
」
と
あ
る
〔
越
谷
市　

一
九
七
三　

九
〇
九
〕。「
相
当
」
と
は
当
番
の
補
佐
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
小
的
は
「
相
当
」
の

人
数
分
作
り
、「
相
当
」
が
家
に
持
ち
帰
る
と
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
八
潮
市
鶴
ケ

曽
根
下
で
は
小
的
を
す
べ
て
の
家
の
数
だ
け
作
る
。
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
名
前
が
記
さ
れ

て
い
る
。

図　�的の図
（「小林村香取祭礼式法」『越谷
市史 第三巻』p909より転載）
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越
ケ
谷
大
沢
町
の
福
井
猷
貞
に
よ
る
「
大
沢
猫
の
爪
」
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

一
当
町
鎮
守
之
義
往
古
下
総
地
な
り
し
故
、
本
社
香
取
大
明
神
ニ

地
主
へ
稲
荷
大
明
神
を
合
殿
ニ
而

　

祭
、
今
之
所
ニ

宮
居
在
来
候
、

尤
古
来
ハ
横
込
ゟ
大
門
ま
て
通
り
道
有
之
由
申
伝
、
別
当
光
明
院
守
護
中
古
ゟ
年
々
正
月
十
三
日
備
社
祭
礼
興
行
、
明
和
以
前
ハ

百
姓
弐
軒
宛
当
番
ニ
而

　

宅
賄
勤
候
処
、
大
勢
混
雑
ゆ
へ
明
和
末
年
ゟ
光
明
院
ニ
而

　

賄
方
致
申
候
、
尤
当
番
拾
弐
人
宛
ニ
而

　

相
賄
申
候
、

附
古
例
ニ
而

　

七
才
之
男
子
共
両
人
ハ
、
四
、五
人
迄
麻
上
下
ニ
而

　

竹
弓
矢
ニ
而

　

的
射
致
候
事
、
年
々
今
以
興
行
有
之
候
、
是
矢
流
鏑
蟇
目

等
之
略
遺
風
歟
、
和
漢
共
男
子
出
生
之
節
ハ
桑
弧
蓬
矢
を
取
又
蟇
目
之
式
等
行
事
有
之
也
、
大
沢
町
百
姓
之
義
乱
世
之
民
の
中
へ

遁
来
落
着
候
家
緒
之
者
而
巳

　

多
候
ゆ
へ
武
士
之
道
を
真
似
来
し
遺
風
成
べ
し
、〔
越
谷
市　

一
九
七
二　

八
八
〕

正
月
十
三
日
に
、
別
当
光
明
院
で
「
備
社
祭
」
が
行
わ
れ
、
そ
れ
は
「
中
古
よ
り
」
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
、「
中
古
」
は

「
明
和
以
前
」
の
い
つ
か
は
不
明
で
あ
る
。

明
和
以
前
（
明
和
元
年
＝
一
七
六
四
）
に
は
百
姓
二
軒
宛
当
番
が
回
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
末
年
に
は
混
雑
し
た
の
で
光
明
院
で

行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
は
当
番
の
問
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
古
例
」
と
し
て
、

「
七
才
之
男
子
」
が
「
的
」
を
射
る
行
事
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
流
鏑
蟇
目
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。「
矢
流
鏑
蟇
目
」
は
「
流
鏑
馬
」
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
大
沢
町
に
は
乱
世
を
逃
れ
て
百
姓
の
中
に
落
ち
着
い
た
者
が
多
か
っ
た
の
で
「
武
士
之
道
」
を
真
似
た
と
福
井

猷
貞
は
解
釈
す
る
。
知
識
人
の
中
に
は
「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
「
流
鏑
馬
」
の
遺
風
、
百
姓
が
武
士
を
真
似
た
も
の
と
解
釈
す
る
者
が
い

た
こ
と
が
わ
か
る
が
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
で
も
両
者
が
混
同
さ
れ
て
記
述
さ
れ
て
い
た
理
由
も
同

様
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
遺
風
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
生
儀
礼
的
要
素
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
整
合
性
は
と
れ
な
い
。

後
に
要
素
が
付
加
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
章
か
ら
明
和
年
間
に
は
弓
射
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
も
読

め
る
。
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ
ば
、
こ
れ
が
最
古
の
記
録
と
な
る
が
、「
史
料
解
説
」
に
よ
る
と
、「
大
沢
猫
の
爪
」
は
「
文
化
末
か
ら

文
政
初
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
り
〔
越
谷
市　

一
九
七
二　

七
〕、
年
代
は
不
確
定
と
し
た
。
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ま
た
、
新
宿
区
中
井
御
霊
神
社
に
は
永
禄
六
（
一
五
六
三
）
年
・
元
和
六
（
一
六
二
〇
）
年
の
紀
年
銘
が
あ
る
分
木
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
と
い
う
〔
水
谷　

二
〇
一
九　

六
九
〕。
永
禄
六
年
の
紀
年
銘
か
ら
、
一
六
世
紀
半
ば
に
は
「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
行
わ
れ
て

い
た
と
い
え
る
が
、
水
谷
は
「
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
戦
国
時
代
の
村
と
、
江
戸
時
代
の
村
に
は
決
定
的
な
断
絶
と
違

い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
村
落
の
構
成
員
の
違
い
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
〔
水
谷　

二
〇
一
九　

六
九
〕。
水
谷
に
従

う
な
ら
ば
、
本
論
で
検
討
し
て
い
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
の
連
続
性
は
も
と
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
『
オ
ビ
シ
ャ
は
つ
づ
く

よ
四
〇
〇
年
』
に
は
「
備
社
絵
馬
」
の
写
真
（
新
宿
区
中
井
御
霊
神
社
蔵
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
文
政
十
三
年
の
写
し
で
、

「
享
保
三
年
奉
納
を
修
理
カ
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
〔
千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館　

二
〇
一
九　

一
三
〕。
享
保
三

（
一
七
一
八
）
年
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
村
落
に
お
け
る
直
接
的
史
料
と
し
て
は
こ
れ
が
最
古
の
記
録
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
中
井
御
霊
神
社
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
は
「
氷
川
神
社
」
と
さ
れ
、
九
月
の
祭
礼
を
「
び
し
ゃ
祭
り
と
號
す
」
と

あ
り
〔
第
一
巻　

二
五
八
頁
、
表
①
〕、
幕
末
で
は
正
月
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。
多
く
の
地
区
が
「
オ
ビ
シ
ャ
」
を
正

月
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
正
月
行
事
で
あ
っ
た
も
の

が
、
幕
末
に
は
秋
の
祭
礼
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
幸
手
市
で
は
収
穫
感
謝
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
事
例
が
あ
っ
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
農
業
と
の
関
係
の
中
で
、
感
謝
祭
と
し
て
の
意
味
付
け
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

か
。
中
井
御
霊
神
社
の
「
備
社
絵
馬
」
に
関
し
て
も
、「
享
保
三
年
」
が
明
確
で
は
な
い
の
で
、
参
考
に
と
ど
め
て
お
く
。

　九
、「
当
渡
し
（
当
屋
渡
し
）」
の
優
越

内
田
は
「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
構
成
要
素
と
し
て
「
当
渡
し
の
儀
礼
を
伴
う
」
を
あ
げ
、
そ
の
割
合
は
五
五
二
件
中
一
〇
八
件
で
、

二
五
・
二
％
と
す
る
〔
内
田　

二
〇
一
八　

一
一
九
〕。「
的
射
を
伴
う
」
が
一
四
・
二
％
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
か
な
り
高
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い
割
合
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
内
田
も
「
全
体
の
中
で
も
か
な
り
高
い
比
率
で
あ
り
、
当
渡
し
は
オ
ビ
シ
ャ
の
重
要
な
構
成
要
素
」
と

述
べ
る
〔
内
田　

二
〇
一
八　

一
二
一
〕。
な
お
『
埼
玉
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
に
お
い
て
、
例
え
ば
志
木
市
下
室
岡
の
下
三
在
稲
荷

社
で
は
「
初
午
行
事
の
当
日
に
幟
旗
や
帳
面
の
入
っ
た
箱
が
、
前
年
の
年
番
（
宿
番
）
か
ら
今
年
の
年
番
に
届
け
ら
れ
る
。」
と
だ

け
あ
り
、
宿
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

一
〇
四
〕。
こ
の
よ
う
に
『
埼

玉
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
で
は
「
当
渡
し
」
の
儀
礼
の
有
無
に
つ
い
て
の
記
述
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
数
値
を
算
出
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
内
田
も
『
埼
玉
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
内
田
の
算
出
し
た
数
値
に
乗
じ
る
。

八
潮
市
で
は
久
伊
豆
神
社
（
上
下
い
ず
れ
も
）
で
行
わ
れ
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
を
「
弓
ぶ
ち
」
と
呼
ぶ
。
神
職
は
い
な
い
が
、
本
殿

に
お
け
る
儀
礼
と
当
屋
渡
し
、
そ
し
て
直
会
に
は
管
理
す
る
神
社
の
神
職
が
立
ち
会
う
。「
オ
ビ
シ
ャ
」
は
「
当
渡
し
」
の
後
に
行

わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
神
職
は
立
ち
会
わ
な
い
し
、
神
職
が
弓
を
射
る
も
の
で
は
な
い
と
下
で
は
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

弓
射
行
事
よ
り
も
「
当
渡
し
」
の
方
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
は
、
当
番
の
家
で
「
弓
矢
的
」
作
り
を
行

う
た
め
、
家
を
建
て
る
と
き
に
は
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
し
て
間
取
り
を
考
え
た
と
い
う
。
そ
し
て
当
番
が
終
る
と
、
襖
で
の
間
仕

切
り
を
壁
に
直
し
た
と
い
う
家
も
見
ら
れ
た
。
現
在
で
は
、
上
・
下
の
い
ず
れ
も
、
当
番
の
家
で
は
な
く
、
神
社
本
殿
横
の
公
民
館

で
集
ま
っ
て
「
弓
矢
的
」
作
り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
当
屋
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
と

い
う
。
吉
川
町
半
割
の
春
日
神
社
（
現
、
吉
川
市
）
も
同
様
で
、「
ヤ
ド
を
引
き
受
け
た
家
で
は
、
前
も
っ
て
畳
や
襖
を
新
調
し
た

り
す
る
こ
と
か
ら
、
費
用
も
か
か
り
、
大
変
な
役
で
あ
っ
た
と
い
う
。」
と
あ
る
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

二
五
三
〕。

久
伊
豆
神
社
の
当
屋
渡
し
で
は
、
前
年
の
当
屋
が
氏
子
の
名
前
を
半
紙
に
書
き
、
竹
に
挟
ん
だ
「
宮
帳
」
を
作
り
、
翌
年
の
当
屋
に

渡
す
。
上
で
は
か
つ
て
は
書
き
継
ぎ
し
た
も
の
を
箱
に
入
れ
て
箱
を
渡
し
た
と
い
う
。
下
で
は
当
屋
渡
し
を
「
イ
ズ
リ
ワ
タ
シ
」「
シ

キ
ワ
タ
シ
」
と
呼
ぶ
が
、
箱
に
入
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
は
書
き
継
ぎ
足
し
て
い
た
か
ど
う
か
ま
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

五
五
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単
年
度
の
氏
子
の
名
前
を
書
い
た
も
の
を
渡
さ
れ
た
当
番
が
、
一
年
間
神
棚
に
あ
げ
て
お
く
と
い
う
。

な
お
『
埼
玉
県
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
で
は
両
「
弓
ぶ
ち
」
と
も
「
当
番
の
家
で
宴
会
→
神
社
で
祭
典
→
弓
ぶ
ち
→
ト
ウ
ワ
タ
シ
」

と
の
順
番
に
な
っ
て
い
る
が
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

一
六
〇
～
一
六
四
〕、
筆
者
に
よ
る
調
査
で
は
、「
祭

典
→
ト
ウ
ワ
タ
シ
→
弓
ぶ
ち
→
直
会
」
で
あ
っ
た
。

三
郷
市
大
広
戸
香
取
神
社
で
は
夜
明
け
頃
、
前
日
に
作
っ
て
お
い
た
蛇
（
ジ
ャ
）
を
鳥
居
に
掛
け
る
。
半
紙
で
厳
重
に
包
ま
れ
た

二
つ
の
箱
が
あ
り
、
一
つ
に
は
生
ま
れ
た
子
供
の
名
前
を
書
き
継
ぎ
し
た
も
の
、
一
つ
に
は
当
番
の
名
前
を
書
き
継
い
だ
も
の
（
表

紙
に
は
「
鎮
守
香
取
大
神
祭
礼
儀
定
帳
」
と
あ
り
、
現
在
箱
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
大
正
九
年
以
降
の
も
の
）
が
納
め
ら
れ
て
い

る
。『
埼
玉
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
に
は
、
ト
ウ
ワ
タ
シ
で
「
ご
神
体
」
で
あ
る
「
香
取
神
社
の
神
名
と
、
こ
の
一
年
間
に
大
広
戸
の

氏
子
の
間
で
生
ま
れ
た
男
児
の
名
前
を
記
し
た
和
紙
の
入
っ
た
桐
箱
」
と
あ
る
〔
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

七
〇
〕。『
埼
玉
の
オ
ビ
シ
ャ
行
事
』
に
は
「
鎮
守
香
取
大
神
祭
礼
儀
定
帳
」
が
入
っ
た
箱
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
筆
者
の
調

査
で
も
新
し
い
当
屋
が
家
の
神
棚
に
大
事
に
預
か
り
、
行
事
終
了
と
と
も
に
風
呂
敷
に
包
み
担
い
で
持
ち
帰
る
と
い
う
。
こ
の
箱
も

神
聖
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。
千
葉
県
多
古
町
次
浦
の
惣
態
神
社
に
お
い
て
は
「
も
し
も
火
事
な
ど
の
災
害
が
あ

っ
た
時
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
ご
神
体
と
オ
ニ
ッ
キ
を
担
い
で
逃
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。」
と
い
う
〔
水
谷　

二
〇
一
八
ｂ　

四
八
〕。

ま
た
川
崎
市
中
丸
子
の
神
明
社
で
は
「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
称
し
て
注
連
縄
作
り
が
行
わ
れ
る
。
現
在
で
は
保
存
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
る
が
、
原
三
喜
は
『
中
丸
子
の
閑
話
』
で
、
こ
の
注
連
縄
は
「
大
蛇
」
で
あ
る
と
い
い
、「
よ
り
方
は
お
注
連
梯
子
を
当
番
の

家
の
天
井
に
か
け
て
、」
と
記
述
し
て
い
る
〔
原　

一
九
六
五　

三
七
一
〕。
現
在
は
神
明
社
の
境
内
で
注
連
縄
作
り
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
昭
和
三
十
九
年
以
前
は
（
あ
と
が
き
に
は
昭
和
三
十
九
年
と
な
っ
て
い
る
〔
原　

一
九
六
五　

頁
番
号
な
し
〕）「
当
番
」
の

家
で
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
で
は
具
体
的
な
や
り
方
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
が
、「
当
番
渡
し
」
の
儀
礼
は
あ
っ
た
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と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
二
〇
一
九
年
、
筆
者
調
査
）。
中
村
亮
雄
は
「
当
番
の
ウ
ケ
ワ
タ
シ
は
、
ザ
シ
キ
の
部
屋
で
行
わ
れ
」「
中

央
に
は
無
量
寺
の
住
職
が
座
り
、
神
官
が
出
来
て
か
ら
は
そ
の
左
に
神
官
が
座
っ
た
。」「
寺
の
住
職
は
下
丸
子
と
分
け
合
っ
た
竹
の

幣
束
を
持
っ
て
ホ
ー
ラ
ク
ア
ゲ
と
い
っ
て
お
祓
い
を
し
た
。」「
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
当
番
の
代
表
が
「
役
目
は
無
事
に
済
ん
だ
の
で

当
番
を
お
渡
し
す
る
か
ら
、
よ
ろ
し
く
頼
む
」
と
い
う
意
味
の
口
上
を
述
べ
下
番
の
代
表
は
こ
れ
を
う
け
る
口
上
を
の
べ
る
。」
と

報
告
し
て
い
る
〔
中
村　

一
九
七
〇　

六
四
〕。「
神
官
が
出
来
て
か
ら
」
と
の
文
言
は
明
治
に
な
っ
て
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
そ
れ

ま
で
は
当
地
の
檀
那
寺
で
あ
っ
た
無
量
寺
を
中
心
と
し
て
、
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
神
官
が
い
な
か
っ

た
頃
は
「
古
老
（
ご
ろ
う
）
祓
い
」
だ
っ
た
と
の
話
も
あ
っ
た
（
筆
者
調
査
）。
現
在
で
は
当
番
で
は
な
く
、
保
存
委
員
会
が
行
っ

て
い
る
が
、
当
番
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
「
当
番
渡
し
」
の
儀
礼
の
詳
細
を
中
村
は
報
告
し
て
い
る
。
内
田
に
よ
る
と
、「
当
渡
し
」

が
行
わ
れ
て
い
る
割
合
は
二
五
・
二
％
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
数
字
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
認

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
儀
礼
と
し
て
の
重
要
性
は
看
過
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　十
、
弓
射
行
事
と
し
て
の
オ
ビ
シ
ャ
の
成
立
を
考
え
る

先
に
、
水
谷
が
「
戦
国
時
代
の
村
と
、
江
戸
時
代
の
村
に
は
決
定
的
な
断
絶
と
違
い
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た

が
、
渡
部
圭
一
は
「
近
世
「
村
の
鎮
守
」
祭
祀
の
成
立
」
の
中
で
、
南
関
東
に
お
い
て
は
「
オ
ビ
シ
ャ
の
組
織
が
村
組
と
い
う
小
地

域
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
る
の
は
、
比
較
的
新
し
」
く
、「
一
七
世
紀
前
半
に
形
作
ら
れ
た
オ
ビ
シ
ャ
組
織
が
、
そ
の
後
に
枝
分
か
れ

す
る
か
た
ち
で
、
い
く
つ
か
の
地
縁
的
類
型
―
村
全
体
に
よ
る
鎮
守
祭
祀
、
複
数
の
小
地
域
で
輪
番
分
担
す
る
鎮
守
祭
祀
、
特
定
の

小
地
域
に
よ
る
鎮
守
祭
祀
な
ど
―
を
並
行
的
に
分
化
さ
せ
て
い
く
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
枝
分
か
れ
は
、
近
世
的
な
家
と
村

の
確
立
す
る
寛
文
・
延
宝
期
に
始
ま
り
、
元
禄
期
に
は
完
成
を
み
た
よ
う
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
〔
渡
部　

二
〇
一
八　

一
四
九
〕。
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渡
部
の
論
は
「
オ
ビ
シ
ャ
文
書
（
オ
ニ
ッ
キ
等
）」
の
分
析
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
水
谷
や
渡
部
に
従
う
な
ら
ば
、
南
関
東
に
お
け

る
「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
成
立
は
、
近
世
期
に
も
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
渡
部
は
、
南
関
東
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
は
「
成
員
が

当
番
を
勤
め
て
い
く
当
屋
祭
祀
の
形
を
と
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
〔
渡
部　

二
〇
一
八　

一
三
九
〕。
こ
の
指
摘
は
「
オ
ビ
シ
ャ
」

を
考
え
る
上
で
重
要
と
考
え
る
。

そ
も
そ
も
当
屋
は
神
事
を
行
う
人
（
家
）
で
あ
る
。
三
郷
市
大
広
戸
香
取
神
社
で
は
、「
ご
神
体
」
と
呼
ば
れ
る
出
生
者
を
書
き

綴
っ
た
冊
を
、
八
潮
市
鶴
ケ
曽
根
久
伊
豆
神
社
で
は
氏
子
の
名
前
を
書
き
綴
っ
た
「
宮
帳
」
を
神
棚
に
あ
げ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ

た
。「
ご
神
体
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
当
屋
」
は
専
門
の
宗
教
職
で
は
な
い
村
人
に
課
せ
ら
れ
た
、
あ

る
い
は
権
利
と
し
て
与
え
ら
れ
た
重
要
な
任
務
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
「
当
渡
し
」
が
村
の
重
要
な
儀
礼
と
な
る
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
儀
礼
と
し
て
重
要
な
位
置
付
け
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
主
に
正
月
行
事
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
示
唆
的
で
あ
る
。

薗
部
寿
樹
は
「
中
世
西
日
本
の
村
落
（
宮
座
）
に
、
文
化
拠
点
で
あ
る
一
宮
や
地
域
の
中
核
寺
社
を
経
由
し
て
歩
射
儀
礼
が
伝
播
し

た
」
と
す
る
〔
薗
部　

二
〇
一
七
ｂ　

七
七
〕、
一
方
、「
東
日
本
の
中
世
村
落
で
歩
射
儀
礼
が
行
わ
れ
た
形
跡
が
見
当
た
ら
な
い
。
残

存
史
料
の
制
約
と
い
う
点
が
大
き
い
が
、
東
日
本
の
中
世
村
落
に
は
歩
射
儀
礼
が
ほ
と
ん
ど
伝
播
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。」
と
述
べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
源
頼
朝
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会
の
流
鏑
馬
神
事
の
存
在
」「
御
家
人
に

よ
る
八
幡
宮
勧
請
で
、
東
日
本
の
在
地
社
会
で
は
流
鏑
馬
が
主
流
と
な
り
、
歩
射
が
そ
こ
に
入
り
込
む
余
地
が
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。」
と
述
べ
る
〔
薗
部　

二
〇
一
七
ｂ　

七
六
〕。
そ
し
て
「
兵
農
分
離
に
よ
り
武
士
が
い
な
く
な
っ
た
近
世
村
落
で
は
流
鏑
馬

を
維
持
す
る
の
が
困
難
に
な
っ
た
の
で
は
と
考
え
る
。〈
中
略
〉
歩
射
に
比
べ
て
流
鏑
馬
の
技
術
は
格
段
に
上
で
あ
り
、
そ
の
技
芸
の

維
持
に
は
困
難
が
伴
う
こ
と
は
目
に
み
え
て
い
る
。」
と
述
べ
る
〔
薗
部　

二
〇
一
七
ｂ　

七
六
〕。
幕
末
に
お
け
る
、「
流
鏑
馬
」
と

「
歩
射
」
の
混
同
は
「
技
芸
の
退
潮
」、
つ
ま
り
伝
承
者
の
変
化
に
よ
る
伝
承
の
困
難
性
が
あ
り
、「
流
鏑
馬
→
歩
射
」
と
移
行
さ
れ
た
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と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
関
東
地
方
、
特
に
神
奈
川
県
や
千
葉
県
な
ど
で
は
民
俗
儀
礼
と
し
て
の
オ
ビ
シ
ャ
が

顕
著
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
民
俗
儀
礼
は
近
世
初
期
の
一
七
世
紀
に
確
実
に
遡
る
。」
と
指
摘
す
る
〔
薗
部　

二
〇
一
七
ｂ　

七
六
〕。
薗

部
は
関
東
地
方
で
「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
行
事
で
は
、
弓
射
行
事
が
伴
う
こ
と
を
前
提
で
論
じ
て
い
る
。「
歩
射
」
が
「
流

鏑
馬
」
が
崩
れ
た
も
の
と
理
解
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
水
谷
も
江
戸
時
代
以
前
に
武
士
で
あ
る
人
た
ち
が
奉
射
行
事
を
行
っ

て
い
た
が
、「
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
」
と
前
置
き
を
し
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
以
前
の
領
主
が
主
催
し
た
奉
射
を
江
戸
時
代
に

は
帰
農
し
な
が
ら
も
、
武
士
で
あ
っ
た
時
の
記
憶
と
習
慣
を
、
新
し
い
村
や
集
団
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
が
南
関
東
の
オ
ビ
シ
ャ
と
述
べ

る
〔
水
谷　

二
〇
一
九　

七
〇
〕。
こ
れ
は
先
に
紹
介
し
た
「
大
沢
猫
の
爪
」
で
の
福
井
猷
貞
の
解
釈
と
符
合
す
る
。

し
か
し
、
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
は
必
ず
し
も
弓
射
行
事
を
伴
う
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
よ
り
も
、
弓
射
行

事
を
伴
う
も
の
は
全
体
か
ら
す
れ
ば
か
な
り
少
な
い
。
そ
の
た
め
「
歩
射
→
弓
射
欠
落
」
と
い
う
技
芸
の
退
潮
と
し
て
捉
え
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
南
関
東
に
お
い
て
は
、
弓
射
行
事
が
「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
本
質
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
歩
射
」
は
古
代
で
は
国
家
安
寧
を
願
う
正
月
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。「
武
田
射
礼
日
記
」
の
文
脈
か
ら
は
、「
歩
射
」
に
よ

る
「
国
家
安
寧
」
祈
願
が
、
村
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
広
が
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
村
の
自
立
に
伴
い
、
村
自

ら
「
安
寧
」
を
祈
願
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
識
が
「
魔
除
け
」「
豊
作
祈
願
」
と
い
う
よ
う
に
、
よ
り
身

近
な
形
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。「
的
」
に
「
鬼
」
の
字
や
絵
が
書
か
れ
、
そ
の
「
鬼
」
に
向
か
っ
て
矢
が
放
た
れ
、
最

後
に
は
「
通
し
矢
」
が
行
わ
れ
る
地
域
も
あ
り
、
ま
た
「
テ
ン
キ
ウ
ラ
ナ
イ
」
と
呼
ぶ
地
域
も
み
ら
れ
た
。
魔
除
け
と
し
て
の
意
味

が
、
蛇
作
り
と
結
び
付
い
た
と
い
え
た
。

と
こ
ろ
で
水
谷
は
「
ト
ウ
ワ
タ
シ
は
、
オ
ビ
シ
ャ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
い
か
に
江
戸
時
代
の
村
が
戦
国
時
代
以
前
よ
り

安
定
し
、
豊
か
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
当
役
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
家
は
、
や
は
り
限
ら
れ
て
い
た
。
当
役
に
な
る
こ
と
そ
れ
自
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体
が
、
戦
国
時
代
の
侍
身
分
と
は
別
の
意
味
で
、
や
は
り
名
誉
だ
っ
た
。
ト
ウ
ワ
タ
シ
の
儀
礼
と
し
て
の
重
要
性
は
、
農
民
の
村
で

も
維
持
さ
れ
た
。
こ
れ
が
弓
射
を
と
も
な
わ
な
い
オ
ビ
シ
ャ
が
村
の
家
々
の
継
続
と
安
定
を
象
徴
す
る
も
の
、
そ
し
て
寿
ぐ
も
の

と
し
て
新
た
な
意
味
を
持
っ
て
継
続
し
て
き
た
理
由
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
る
〔
水
谷　

二
〇
一
九　

七
〇
〕。
水
谷
は
「
ト
ウ
ワ
タ

シ
」
の
重
要
性
を
と
く
。

す
で
に
み
て
き
て
い
る
よ
う
に
、「
現
在
」
の
調
査
で
も
「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
の
中
で
、「
当
渡
し
」
の
方
が
「
弓
射

儀
礼
」
よ
り
優
越
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
吉
川
市
川
藤
の
武
輝
神
社
で
は
例
祭
に
「
歩
射
」
が
「
氏
子
の
無
病
息
災
と

五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
祭
り
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
地
区
の
「
弓
射
」
行
事
は
明
治
中
頃
に
は
中
止
さ
れ
た
と
い
う
が
、
現
在
で

も
「
例
祭
」
後
の
直
会
で
は
「
当
渡
し
」
の
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
〔
吉
川
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
二　

一
五
四
〕。

こ
の
事
例
で
は
弓
射
行
事
が
欠
落
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
簡
素
化
し
て
も
「
当
渡
し
」
の
儀
礼
は
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
「
オ
ビ
シ
ャ
」
に
お
い
て
、
弓
射
儀
礼
よ
り
も
「
当
渡
し
」
が
優
越
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
南
関
東
に
お

い
て
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
に
と
っ
て
弓
射
行
事
は
重
要
な
構
成
要
素
で
は
あ
る
が
、
本
質
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
村
の
安
寧

を
祈
願
す
る
「
当
渡
し
」
が
、
同
様
の
意
味
を
持
つ
「
オ
ビ
シ
ャ
」
の
呼
称
と
結
び
つ
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
呼
称

の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
オ
ビ
シ
ャ
」
に
お
い
て
「
当
渡
し
」
が
優
越
す
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
儀
礼
と
し
て
弓
射
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
確
に

確
認
で
き
る
史
料
は
比
較
的
新
し
い
も
の
し
か
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
村
が
形
成
さ
れ
、
当
屋
制
が
確
立
し
た
中

で
、
当
屋
の
引
継
ぎ
に
あ
た
り
、
村
な
ど
の
地
縁
的
領
域
を
形
成
す
る
人
々
の
安
寧
や
豊
作
を
祈
願
す
る
重
要
な
儀
礼
と
し
て
「
当

渡
し
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
呼
ば
れ
る
村
の
安
寧
を
願
う
弓
射
行
事
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
由
来
は
古
い
。

村
の
安
寧
・
魔
除
け
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、「
当
渡
し
」
と
呼
称
と
し
て
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
交
錯
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
さ
ら
に
、
呼
称
を
取
り
入
れ
た
地
区
の
中
で
、
本
来
行
わ
れ
て
い
た
弓
射
行
事
を
実
際
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
考
え
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ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
時
期
は
一
八
世
紀
後
半
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
そ
の
成
立
は
一
義
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

先
に
、
流
山
市
芝
崎
の
名
主
家
の
日
記
か
ら
享
和
二
年
の
も
の
を
紹
介
し
た
が
、「
奉
謝
」
の
語
句
が
複
数
の
行
事
で
使
わ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
共
通
す
る
も
の
は
、「
宿
」
を
回
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
当
該
地
区
で
は
「
奉
謝
」
と
表
記
さ
れ
る
行
事

が
、「
当
屋
」
を
伴
う
行
事
を
指
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
青
梅
市
の
『
市
川
家
日
記
』
で
の
「
比
沙
講
」
も
「
宿
」

が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
初
午
の
行
事
と
し
て
の
「
比
沙
講
」
の
呼
称
が
定
着
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
も
「
宿
」
を
回
す
行
事
が
「
ビ
シ
ャ
」
と
認
識
さ
れ
、
呼
称
が
伝
播
し
た
と
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
薗
部
は
西
日
本
で
は
、
一
宮
は
中
核
寺
院
か
ら
村
に
伝
播
し
た
と
捉
え
て
い
る
。
西
日
本
、
中

世
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
本
論
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
近
世
の
南
関
東
に
お
い
て
も
、
同
様
の
動
き
が
見
え
な
く
も
な
い
。
武
蔵
一

宮
で
あ
る
氷
川
神
社
の
神
主
に
よ
る
日
記
が
あ
る
。
幕
末
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
正
月
七
日
に
「
奉
射
的
神
事
」
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
〔
大
宮
市
役
所　

一
九
七
五
〕。「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
し
て
の
「
当
渡
し
」
の
行
事
と
、
本
来
の
「
弓
射

儀
礼
」
が
結
び
付
い
た
背
景
に
、
呼
称
だ
け
の
「
オ
ビ
シ
ャ
」
に
、
一
宮
で
行
わ
れ
て
い
た
本
質
的
な
弓
射
行
事
と
し
て
の
「
オ
ビ

シ
ャ
」
の
認
識
が
広
が
り
の
背
景
に
あ
る
と
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　十
一
、
ま
と
め

南
関
東
地
方
に
濃
密
に
分
布
す
る
「
オ
ビ
シ
ャ
」、
特
に
本
論
で
は
弓
射
行
事
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
内
田
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
考
え
ら
れ
る
行
事
に
は
多
く
の
要
素
が
あ
り
、
本
論
は
そ
の
一
部
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
は
、

本
論
で
は
弓
射
儀
礼
の
有
無
を
あ
く
ま
で
も
、
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
確
に
わ
か
る
「
文
字
記
録
」
に
も
と
め
た
。
そ
の
意
味
で
は
「
弓

射
儀
礼
」
の
歴
史
的
な
展
開
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
次
浦
惣
態
神
社
で
は
現
在
で
は
弓
射
儀
礼
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が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
水
谷
類
が
発
見
し
紹
介
し
た
慶
長
五
年
か
ら
の
「
オ
ニ
ッ
キ
」
に
は
弓
射
儀
礼
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
な

い
た
め
に
、
当
時
か
ら
弓
射
儀
礼
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
前
提
で
論
を
進
め
て
い
る
。
類
似
内
容
の
行
事
に
お
け
る
呼
称
伝
播
、
お

よ
び
呼
称
を
前
提
と
す
る
儀
礼
受
容
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
で
提
示
し
た
も
の
よ
り
古
い
史

料
が
見
つ
か
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
南
関
東
で
の
弓
射
儀
礼
の
成
立
は
遡
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
京
都
・
大
阪
を
中
心
と
し
て

濃
密
に
分
布
す
る
地
蔵
盆
に
つ
い
て
も
、
呼
称
伝
播
が
あ
っ
た
と
考
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The ritual called “Obisha” are densely distributed in the Southern 
Kanto region. It means ritual to originally shoot some arrows towards the 
mark, but, in South Kanto, an event with the ritual to shoot the arrow 
towards the mark is only 25.2% of the whole. The ritual to be performed 
as a ritual called “Obisha” takes various forms in South Kanto. If I give 
an example, The area where “Hatsuuma” and a ritual called “Obisha” 
are tied to is frequent. However, it does not shoot the arrow towards 
the mark. If I see it in detail, there are many areas performing “Touya 
Watashi” as ritual. “Touya” is the person in charge of the ritual. “Touya 
Watashi” is ritual to change “Touya” every year. The oldest record of the 
ritual to shoot the arrow towards the mark is a thing of the 18th century 
when I confirm it by ancient documents. The ritual called “Obisha” to 
shoot the arrow towards the mark was performed as the national ritual 
that had been performed for national tranquility in the ancient times. 
When it is the Middle Ages, when a shared territorial bonding-like village 
is formed, “Touya Watashi” that is the ritual in hope of the tranquility of 
the village is called “Obisha”. I think it to have had possibilities to come to 
adopt an event to shoot the mark as a background.

Study on the Obisha ritual in South Kanto region
―Mainly on relations with the ritual to shoot the mark―

HAYASHI Eiichi 
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